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 ࡟ࡵࡌࡣ

 

 この本は、ᖹ成 21Ѹ23 ᖺᗘᩥ㒊科学┬科学◊✲㈝のຓ成をཷけたⱝ手◊✲(B)「発㐩

障害ඣのᅾ⡠する㏻ᖖ学⣭における協同学習のユニバーサルデザイン໬に㛵する◊

✲」（◊✲௦⾲者：ᾛ஭ᜨ ㄢ㢟␒ྕ：21730730）の◊✲成ᯝを基にしてࡲとめࡽれ

ン第53ࢪ࢞ᅜ立≉別ᨭ᥼教育⥲ྜ◊✲ᡤ発⾜の࣓ールマࠋしたࡲ 5ࠥ8 ྕにᥖ㍕した㐃

㍕グ஦（http://www.nise.go.jp/cms/6,3601,13,257.html）を୰心に、加➹ಟṇして、教ᖌ・

ಖㆤ者・教育㛵ಀ者ྥけにࡲとめ┤したものですࠋ 

 発㐩障害のある子どもがඹに学ぶ㏻ᖖの学⣭における学⣭⤒Ⴀや授業࡙ࡃりは、学

ᰯ⌧場のႚ⥭のㄢ㢟の一つとなっていࡲすࠋ学習におけるᅔ㞴ࡔけでなࡃ、཭㐩との

ᑐ人㛵ಀでトラブルに心を③めている発㐩障害のある子ども、ࡲた、学⣭⤒Ⴀにⱞᡓ

している学⣭ᢸ௵もᑡなࡃありࡲせんࠋ 

  ୖグの◊✲では、このようなㄢ㢟をゎỴする一つの方法として、「協同学習

（cooperative learning）」が活用できるのではないかと考えࡲしたࠋ協同学習は、チー

ムでఱか協力しないとゎỴできないㄢ㢟を学習の୰に⤌ࡳ㎸ࡴことで、子どもたちの

協力や学びྜいをಁす指導技法ですࠋ学力のࡳなࡽず、♫఍ᛶや௰㛫㛵ಀのᨵၿやྥ

ୖにもຠᯝがあると指᦬されていࡲすࠋᾏእでは障害のある子どもとない子どもがඹ

に学ぶインクルーシブ教育場面においてもよࡃ活用されていࡲすࠋしかし、◊✲開ጞ

ᙜ᫬、᪥本では発㐩障害➼の障害のある子どもたちをྵࡴ集団における実践◊✲は、

➹者の知る㝈り࡯とんどありࡲせんでしたࠋ 

 そこで、手᥈りのなか協同学習に╔目した授業࡙ࡃりや集団࡙ࡃりの実践について

᳨ウしてきࡲしたࠋその⤖ᯝ、一人ひとりのከᵝな学び方をᑛ重できるという協同学

習の฼Ⅼを活かすため、協同学習と「学び方を学ぶ授業」を組み合わせた実践の開発

へとたどり╔きࡲしたࠋ 

 ᙜึ、この◊✲プロ࢙ࢪクトを௰㛫うちでは「スイミーとふろしき先生プロ࢙ࢪク

ト」と࿧んでいࡲしたࠋこれは、一人ひとりの力をྜわせてㄢ㢟ゎỴをしていࡃ『ス

イミー』（作者レオ・レオニ）のおヰを協同学習の㇟ᚩとして、ࡲたໟࡴ≀の大ᑠ・

ᙧ≧にᅃわれることなࡃ、ኚᗁ自ᅾにໟࡳ方をᰂ㌾にኚえࡽれるふろしきを、ᵝࠎな

子どもにྜわせてᰂ㌾にユニバーサルデザインな授業࡙ࡃりのできる先生の㇟ᚩとし

て࿨ྡしたのでしたࠋしかし、これを「スイミーとふろしき忍者・先生プロ࢙ࢪクト」

にኚえることにしࡲすࠋそして、本᭩にグした指導プログラム඲体を「スイミーとふ
ろしき忍者・先生プログラム（略称：スイミー風呂プログラム）」と࿨ྡすることに

しࡲすࠋなࡐなࡽ「学び方を学ぶ授業」では、子どもが自分で学び方をᕤኵできるこ

とや、教ᖌやぶや཭㐩に自分に必要なᨭ᥼をリクエストできることを✲ᴟの目ᶆとし

ているかࡽですࠋ  
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できࡲすࠋ本᭩を手にとってࡔࡃさった㈗方も、᫝㠀「ふろしき忍者」を育てる「ふ

ろしき先生」となり、実践にྲྀり⤌んでいたࡔけたࡽᖾいですࠋ 

なお、本᭩の࡯かに子ども用の教科᭩として、【別冊】の『「学び方を学ぶ」テキ
スト＜試作版＞』も作成しࡲしたࠋこちࡽもྜわせてࡈ活用ࡔࡃさいࠋ 

  

ᖹ成 24 ᖺ 3 ᭶ྜྷ᪥ 

 ての方にឤㅰをこめて   ᾛ ஭  ᜨ࡭のあったす⦖ࡈ

 

 

 

 

 

22 3



 

                                   

第1章 この本が目指していること 
 

㸯㸬 ࣮࣑ࠗ࠘࢖ࢫ㸦స㸸ࣞࢽ࣭࢜ࣞ࢜㸧࡞࠺ࡼࡢ༠ྠᏛ⩦ࢆ㸟 
 ᙜึは、障害のある子が、㯮い㨶「スイミー」として、㨶の目のような重要なᙺ

๭をᢸえるような協同学習を一つの理᝿として考えࡲしたࠋでも、障害のある子ど

もࡔけがスࢱーなのではなࡃ、㉥い㨶たちもㄡ一人としてḞけてはマグロに຾てる

大きな㨶になれࡲせんࠋクラスの一人一人ㄡもが自分のಶᛶを生かし、大切なᙺ๭

をᯝたしている、そんな協同学習を目指しࡲせんかࠋ 

 

㸰㸬 ࡁࡋࢁࡩᚸ⪅࠺ࡼ࡚⫱ࢆ㸟 
 自ࡽ学び、自ࡽ学びをᕤኵできる力を子どもたちに育てたい！ 「学び方を学ぶ

授業」では、どんな学び方のᕤኵがあるのか知るࡔけでなࡃ、子ども自㌟が自分で

学び方をᕤኵできることや、教ᖌやぶや཭㐩に自分に必要なᨭ᥼をリクエストでき

ることを✲ᴟの目ᶆとしていࡲすࠋㄢ㢟や自分の≧ἣ・能力にྜわせてᰂ㌾に学び

方をኚえてどんどんㄢ㢟ゎỴすることができる「ふろしき忍者」の力は、子ども㐩

が一生ᾭにわたって使える宝≀になりࡲすࠋ 

  

㸱㸬 ࡁࡋࢁࡩඛ⏕࠺ࢁ࡞࡟㸟 
 風呂ᩜで、ᅄゅいⳫ子ᢡࡔけでなࡃ、スイ࢝をࡃるんでᣢち㐠࡭たり、࣡インを 

㐠࡭ることをࡈᏑじですか？ 

 風呂ᩜは、すὒΏ来のかࡤんなどにẚ࡭、ໟࡴものの大ᑠ・ᙧ≧にᅃわれること

なࡃኚᗁ自ᅾにໟࡴことができࡲすࠋ 

これって、ユニバーサルデザインですよࠋࡡどんな学び方の子ども㐩もໟࡳ㎸ࡴ

ことができる授業࡙ࡃりを目指している⚾たちにࡨったりࠋということで、ユニバ

ーサルデザインな授業のできる先生のことを、ふろしき先生と࿧ぶことにしࡲすࠋ 

 ちなࡳに、本᭩では、『ユニバーサルデザインな授業とは、す࡭ての子どもが「わ

かる」「できる」ことを目指した授業であり、一人ひとりの学び方の違いにᛂじて、

いろいろな学び方が㑅࡭る授業である』と定⩏しࡲすࠋ 

 しかしながࡁࡋࢁࡩ࡜࣮࣑࢖ࢫࠕ、ࡽᚸ⪅࣭ඛ⏕࣒ࣛࢢࣟࣉ㸦␎⛠㸸࣮࣑࢖ࢫ㢼

࿅࣒ࣛࢢࣟࣉ㸧ࠖ᭱ࡢ⤊目ᶆࠊࡣユニバーサルデザインな授業・集団࡙ࡃりではあ

りࡲせんࠋ子ども㐩を「ふろしき忍者」に育てୖࡆることを᭱⤊目ᶆにしていࡲすࠋ

授業እでも、学ᰯእでも、自ࡽ考え、自ࡽ学ぶᕤኵできる、そんな自立・自ᚊした

「ふろしき忍者」になれるよう、バࢵクࢵ࢔プするのがふろしき先生のᙺ目ですࠋ 

 

㸲㸬 ࣮࣑࢖ࢫ㢼࿅࡛࣒ࣛࢢࣟࣉ኱ษ7 ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡋ࡟⟠᮲ 
 スイミー風呂プログラムでは、௨ୗの 7 箇条を、プログラム実᪋者となる教ᖌ・

ಖㆤ者・ᨭ᥼者➼の心ᵓえとして大切にしていࡲすࠋ 
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第２章 協同学習とは？ 
 

㸯㸬 ༠ྠᏛ⩦ࡣ࡜㸽 
 協同学習では、チームでఱか協力しないとできないㄢ㢟を学習の୰に⤌ࡳ㎸ࡲࡳ

すࠋ協同学習は子どもたちの学力のࡳなࡽず♫఍ᛶや௰㛫㛵ಀのᨵၿにຠᯝのある

という◊✲知ぢが♧されていࡲすࠋ協同学習は、一つの指導技法であるという枠に

とどࡽࡲず、➇தではなࡃ協力・協ാに౯್をおࡃ教育理ᛕでもありࡲすࠋ༢にグ

ループで作業するࡔけでは協同学習とは࿧びࡲせんࠋ目ᶆをඹ᭷し、その目ᶆのた

めにᙺ๭分ᢸし、஫いが協力しྜい、成ᯝをඹ᭷するチームとなることが、協同学

習ではồめࡽれࡲすࠋ 

 協力することが௙⤌ࡲれた学習方法は、「協同学習」、「チーム学習」、「協ാ

学習（collaborative learning）」、「学びྜい」、『学びྜい』「ࢪグࢯー学習」とᵝࠎ

なྡ⛠でグ㏙されることがあり、ࡲた実᪋方法もそれࡒれによってⱝᖸ␗なる場ྜ

もありࡲすࠋしかし、本᭩ではこれࡽのᵝࠎな協力することが௙⤌ࡲれた学習方法

の⥲⛠として「協同学習」という用ㄒを用いることにしࡲすࠋ 

 

㸰㸬 ༠ྠᏛ⩦࡞ࢇ࡝ࡣ㞟ᅋࡶ࡟ά⏝࡛ࡿࡁ 
 協同学習は、඾ᆺ的な発㐩（௨ୗ、඾ᆺ発㐩とする）の子どものࡳの集団でも、

障害のある子どものࡳの集団でも、඾ᆺ発㐩の子どもと障害のある子どもがΰᅾす

る集団でも、どんな集団においても活用できるものですࠋ 

ᅜ㝿学力ẚ㍑テスト（PISA）で㤳఩となった࢕ࣇンランࢻの௚、Ḣ⡿ㅖᅜにおい

ては、一ᩧ指導ではなࡃᑠグループで活ືする協同学習が授業の基本として展開さ

れていࡲす（బ⸨, 2004）ࡲࠋた、᪥本でも、2010 ᖺに㛶㆟Ỵ定された「᪂成㛗ᡓ␎」

や、同ᖺにᩥ㒊科学┬よりฟされた「教育の᝟報໬ࢪࣅョン」において、21 ୡ⣖を

生きる子どもたちにồめࡽれる力を育ࡴ教育として、子ども同ኈが教えྜい学びྜ

う協ാ的な学びを๰㐀していࡃことがᥦゝされていࡲすࠋこのように、㏻ᖖ教育の

分㔝においても協同学習は重要どされていࡲすし、≉別ᨭ᥼教育の分㔝においても、

≉にᾏእでは、障害のある子どもが同じクラスの௰㛫として、障害のない子どもと

同じ教ᐊで学ぶというインクルーシブ教育場面における᭷用な指導技法として、重

要どされ、活用されていࡲす（Meijer, 2001; Janney & Snell, 2006）ࠋ᪥本での実践は

いた㈗方に᫝㠀一⥴にࡔというẁ㝵ですが、本᭩を手にとっていた、ࡽこれかࡔࡲ

ྲྀり⤌んでいたࡔきたいとᛮいࡲすࠋ 

 

㸱㸬 ༠ྠᏛ⩦ࣈࢩ࣮ࣝࢡࣥ࢖ࡀᩍ⫱ሙ㠃࡛㔜ᐆࡿࢀࡉ⌮⏤ 
 さて、協同学習が、障害のある子どもとない子どもがΰᅾするインクルーシブ教

育場面の指導でよࡃ活用される理由はいࡃつかありࡲすࠋ一つは、⏨子のࡳ、ዪ子

のࡳ、あるいは成⦼のఝ㏻ったグループのような同㉁集団ではなࡃ、ከ✀ከᵝな࣓
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 ࠋ㸦すᕝ, 2008; Janney & Snell, 2006㸧ࡍ࡛࡜ࡇ࠺࠸࡜ࡿࡁ࡛
� Ⓨ㐩㞀ᐖ➼ࡢᨭ᥼ࡢᚲせ࡞Ꮚࡿ࠸ࡀࡶ࡝Ꮫ⣭࡛ࠊࡣ౛ࠊࡤ࠼᭩Ꮠ㞀ᐖࡿ࠶ࡢ A ࡕ

ࣉ࣮࣡ࠊࢁࡋ࡟ᨭ᥼࡞ⓗ࣮ࣜࣇ࢔ࣜࣂࡓࡗ࠸࡜ࡿࡅ᭩ࢆసᩥ࡛ࣟࣉ࣮࣡ࡀࡅࡔࢇࡷ

ᨭ࡞ⓗࣥ࢖ࢨࢹࣝࢧ࣮ࣂࢽࣘࡿࡍ࡜࠸ࡼ࡛ࢇ㑅ࢆࡽࡕ࡝ࡶㄡ࡛ࡶ࡛ࡁᡭ᭩ࠊࡶ࡛ࣟ

᥼࡟ࢬ࣮࣒ࢫࢆࢀࡑࠊࢁࡋ࡟ᐇ᪋ࠊࡣ࡟ࡵࡓࡿࡍ㞀ᐖࡢ᭷↓୍ࡃ࡞࡛ࡅࡔே୍ேࡢ

ከᵝᛶࡅཷࢆᐜࡿࢀࡽࢀᏛ⣭㞟ᅋࡀࡕ⫱ࡢᚲせ࡛ࡍ㸦㧗ᶫ, 2004; Janney & Snell, 
2006㸧ࠕࠋAࡽ࠿ࢺ࢖࣓ࢫࣛࢡ࡜ࠖࡔࡁ࠸ࡦࡅࡔࢇࡷࡕ᥾ᥟ㸦ࡺࡸ㸧ࡿ࠶ࠊࡾࡓࢀࡉ

ࠊࡣ࡟ᬒ⫼ࡿࡀ᎘࡚ࡋ࡜ࠖ࠸ᢅู≉ࠕࢆᨭ᥼࡞ᚲせࡢ࡬ศ⮬ࡀࡶ࡝Ꮚࡢせᨭ᥼ࠊࡣ࠸

 ࠋࡍ࡛ࡢࡿ࠸࡚ࡗࢃ㛵ࡀ↓᭷ࡢࡕ⫱ࡢᏛ⣭㞟ᅋࡓࡗ࠸࠺ࡇ
 
㸲㸬�༠ྠᏛ⩦ࡣᮏ᮶ࣘࠊ஧࡞ࣥ࢖ࢨࢹࣝࢧ࣮ࣂᣦᑟᢏἲ࡛ࡿ࠶ 
� ㏆ᖺࠊ㏻ᖖࡢᏛ⣭ࡀࣥ࢖ࢨࢹࣝࢧ࣮ࣂࢽࣘࡿࡅ࠾࡟ὀ┠ࠊࡣࢀࡇࠋࡍࡲ࠸࡚ࢀࡉ

Ꮫ࠸ࡍࡸࡧᏛࡃࡍࡸࡋࡈ㐣ࡶ࡟ࡶ࡝Ꮚࡢ࡝ࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔࡶ࡝Ꮚ࡞ᚲせࡀᨭ᥼࡞ู≉

ᰯ⏕ά࣭ᤵᴗࢆ┠ᣦࢆ࡜ࡇ࡜ࡇࡍព࿡ࠋࡍࡲࡋ༠ྠᏛ⩦࡛࣒࣮ࢳࠊࡣ࡜ఱ࠿༠ຊࡋ

ࡵồࡀᙺ๭ศᢸ࡟ࡾ࡜ࡦே୍ࠋࡍᢏἲ࡛ࡴ㎸ࡳ⤌࡟୰ࡢ⩦Ꮫࢆㄢ㢟࠸࡞ࡁ࡛࡜࠸࡞

࡟ಶู࡚ࡏࢃ࠶࡟᪉ࡧᏛࡸಶᛶࡸࢬ࣮ࢽ⩦Ꮫࡢࡶ࡝Ꮚࡢࡑࡣෆᐜࡢࡑࠊࡀࡍࡲࢀࡽ

タᐃࣘࠊࡽ࠿࡜ࡇࡢࡇࠋࡍ࡛⬟ྍࡶ࡜ࡇࡿࡍ஧࡞ࣥ࢖ࢨࢹࣝࢧ࣮ࣂᣦᑟᢏἲ࡛ࡿ࠶

 ࠋࡍࡲ࠼࠸࡜
 
㸳㸬�༠ྠᏛ⩦ࢆά⏝ࡿ࠿ࢃࠊ࡚ࡋᤵᴗ࡜Ᏻᚰ࡚ࡋ⮬ศࢆⓎ᥹࡛ࢆࢫࣛࢡࡿࡁ┠ᣦ

 㸟࠺ࡑ
� ༠ྠᏛ⩦ࡣᏛຊ࡜♫఍ᛶࠊ௰㛫㛵ಀಁࡸୖྥࡢ㐍࡟ຠᯝ࠸࡚ࡗ࠿ࢃࡀ࡜ࡇࡿ࠶ࡀ

ࢆᤵᴗࡢᬑẁࠊࡤ࠼౑ࢆᡭἲࡢ⩦༠ྠᏛࠋ(Johnson, Johnson, Holbec, & Roy,1984)ࡍࡲ

㏻ࠊ࡚ࡌᏛຊࠊࡎࡽ࡞ࡳࡢᏊ౪ࡢࡕࡓே㛫㛵ಀࠊ࡚⫱ࢆぶ࿴ⓗ࡞Ꮫ⣭ࢆసࡃ࠸࡚ࡗ

 ࠋࡍ࡛ࡢࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ
� ࢱ࢚ࣥ࢘࢝ࣥࠊࡋ⏬௻ࢆ࡝࡞఍ࡳࡋᴦ࠾࡚ࡗ౑ࢆ᫬㛫ࡢ࡝࡞Ꮫάࠊࢇࢁࡕࡶ 㸦࣮ᅜ

ศࡽ㸪1996㸧ࡿࡼ࡟ே㛫㛵ಀ࡙ࠊࡸࠖࢬ࢖ࢧࢧࢡ࢚ࠕࡢࡾࡃᏛ⣭඲య࡬ᑐே㛵ಀࡢ

ࠋ࠺ࡻࡋ࡛⟇ࡢࡘ୍ࡢࡾࡃᏛ⣭࡙ࠊࡶ࡜ࡇࡿ࠼ᩍࢆࣝ࢟ࢫࣝࣕࢩ࣮ࢯࡾࡲࡘࠊࢶࢥ

ࠊ࡚⫱ࢆே㛫㛵ಀࠊ୰࡛ࡢᤵᴗࡢẖ᪥ࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔ᫬㛫࡞ู≉ࡢᅇᩘ࡟Ꮫᮇࠊࡋ࠿ࡋ

ࡻࡋ࡛࡜ࡇࡿ࡞ࡃࡋᴦࡀᏛᰯ⏕ά࡟࡞ࢇ࡝ࠊࡽࡓࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡴ⫱ࢆ௰㛫㛵ಀ࠸࠿ 

࡚ࢀࡉሗ࿌ࡶぢ▱࠺࠸࡜ࡿῶࡀ୙ⓏᰯࠊࡣᏛ⣭࡛ࡴ⤌ࡾྲྀ࡟⩦༠ྠᏛࠊᐇ㝿ࠋ࠿࠺

 ࠋ㸦బ⸨㸪2003㸧ࡍࡲ࠸
� ᫝㠀ࠊ༠ྠᏛ⩦ࢆά⏝ࡿ࠿ࢃࠊ࡚ࡋᤵᴗ࡜Ᏻᚰ࡚ࡋ⮬ศࢆⓎ᥹࡛ࡃ࡙ࢫࣛࢡࡿࡁ

 ࠋ࠿ࢇࡏࡲࡳ࡚ࡋᣦ┠ࢆࡾ
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� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �  

 
㸴㸬�༠ྠᏛ⩦ࡿ࠶ࡀࣥࣙࢩ࣮࢚ࣜࣂ࡞ࢁ࠸ࢁ࠸ࡣ࡟ 

 � 㸯㸬ࡢ㸯㸧࡛㏙ࠊ࡟࠺ࡼࡓ࡭༠ྠᏛ⩦ࠊࡣ࡟ᵝࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀࣥࣙࢩ࣮࢚ࣜࣂ࡞ࠎ 
� ᡭἲࡢ࠘࠸ྜࡧᏛࠗࠋࡍࡲࡋ௓⤂࡚࠸ࡘ࡟㸦すᕝ㸪2008㸧࠘࠸ྜࡧᏛࠗࠊࡣࡎࡲ

ᩍ⛉᭩ࡢᩘ⟭ㄢ㢟㸦౛㸸ࡿ࠶ࠋࡍ࡛ࣝࣉࣥࢩ࡟㠀ᖖࡣ 23 ࡘ࡟ᛂ⏝ၥ㢟ࡿ࠶࡟ࢪ࣮࣌

ࠋࡍࡲࡋᣦ┠ࢆ࡜ࡇࡿࡍ㐩ᡂࡀ඲ဨࡢࢫࣛࢡࠊࢆ㸧ࡿࡁㄝ࡛᫂ࢆ᪉ࡁゎ࡟཭㐩ࠊ࡚࠸

ㄢ㢟ゎỴ࡟ᙜࠊࡣ࡚ࡗࡓఱࢆ౑ࠊࡶ࡚ࡗㄡ࡜┦ㄯ୍ࠊࡶ࡚ࡋே࡛⾜࡞ࢃࡲ࠿ࡶ࡚ࡗ

ࡢึ᭱ࡀᩍᖌࠋࡍ࡛ࡢࡶ࠺࠸࡜ࠊࡍࡊࡵࢆ࡜ࡇࡿࡍᶆ㐩ᡂ┠ࡀ඲ဨࠊࡶ࡝ࢀࡅ࠸ 5
ศ࡛࠸ࡽࡃㄢ㢟ࡢㄝ᫂ࡓࡋࢆᚋࠊᏊࡃࡑࡗࡉࡣࡕࡓࡶ࡝ㄢ㢟ࢢࠋࡍࡲࡾ࠿࠿ࡾྲྀ࡟

ᇶᮏᙧࡀࡢ࠺࠸࡜࠸ࡼࡶ࡚࠸Ṍࡕ❧ࠊࡃࡼ࡚ࡋసᴗࡶ࡛࡜ㄡࠊ࡟ࡎࡏᅛᐃࡣࣉ࣮ࣝ

ࡢᛶ┦࡟≉ࡣ࡚ࡗ࡜࡟ࡕࡓࡶ࡝Ꮚࡢከືࡣࡢ࠺࠸࡜ࠊ࠸ࡼࡶ࡚࠸Ṍࡕ❧ࡢࡇࠋࡍ࡛

ࡣᚲせࡿࡵࡀ࡜ࠊࡤࢀ࠸࡛ࢇ⤌ࡾྲྀ࡟ㄢ㢟ࠊࡶ࡚࠸࡚࠸Ṍࡕ❧ࠋࡍᤵᴗタᐃ࡛࠸࠸

౯ࡢ኱᭱࡟࡜ࡇ࠺࠸࡜ࠖ࠸࡞ࡽ࠿ࢃࠕࠊࡣ࡛࠘࠸ྜࡧᏛࠗࠊࡓࡲࠋࡽ࠿ࡍ࡛ࡢ࠸࡞

኱ࡃᑟ࡜࡬ࠖࡿ࠿ࢃࠕࡢ┿ࠊࡵ῝ࢆࡧᏛࡣ࡜ࡇࠖ࠸࡞ࡽ࠿ࢃࠕࠋࡍࡲ࠸࡚࠸࠾ࢆ್

ά㌍ࠊࡾࡓᙜࡀග࡟ࡶ࡝Ꮚࡿ࠸࡚ࢀᏛ⩦㠃࡛㐜ࡣ࠘࠸ྜࡧᏛࠗࠋࡍ࡛ࡽ࠿ࡔ㘽࡞ࡁ

  ࠋࡍࡲ࠼࠸࡜ࡿ࠶ࡶᏛ⩦᪉ἲ࡛ࡿࡁ࡛
� ࡢ⪅఍ᚰ⌮Ꮫ♫ࠊ௚ࡢࡇ Elliot Aronson ࣉ࣮ࣝࢢࡎࡲࠊࡣἲ࡛࣮ࢯࢢࢪࡓࡋ㛤Ⓨࡀ

ࡤ࠼ᢸᙜ㒊ศ㸦౛ࡢᏛ⩦ෆᐜ࡟ே୍ே୍ࡢ୰ࡢ A ၥࡣࢇࡉ Bࠊ1 ၥࡣࢇࡉ ࡞2࣭࣭࣭

ࠊࡽ࠿࡜ࡇ࠺࠸࡜ࡿ࠶࡛ࠎᵝࡀᢸᙜㄢ㢟ࡢ⮬ྛࡣࣉ࣮ࣝࢢࡢࡇࠋࡍࡲᙜ࡚ࡾ๭ࢆ㸧࡝

⪅ࡢᙺ๭ࡌྠࡣ௒ᗘࠊ࡜ࡿࢃ⤊ࡀࡵᢸᙜỴࡢㄢ㢟ࠋࡍࡲࢀࡤ࿧࡜ࣉ࣮ࣝࢢ࣮ࢯࢢࢪ

ྠኈࡀ㞟࡟⥴୍࡚ࡗࡲㄪࡾࡓ࡭ヰࠊ࡜ࡿࢃ⤊ࡀࢀࡑࠋࡍࡲࡋࡾࡓࡗྜࡋඖࢯࢢࢪࡢ

ࡲࡋㄢ㢟ゎỴࠊࡋඹ᭷ࠊࡏࢃྜࡁ✺ࢆෆᐜࡓࡋ⩦Ꮫࡀࢀࡒࢀࡑࠊࡾᡠ࡟ࣉ࣮ࣝࢢ࣮

 ࠋࡍ
� ࡟ᚲ↛ⓗࡀࡾ࡜ࡾࡸࡢ࡜཭㐩ࠊࡣሙ㠃タᐃ࡛ࡢ⩦༠ྠᏛࠊࢁࡋ࡟ᡭἲ࡞࠺ࡼࡢ࡝

Ⓨ⏕ࡢࡑࠊ࡛ࡢࡿࡍ୰࡛ࡢࣝ࢟ࢫࣝࣕࢩ࣮ࢯࡸࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥຊࢆఙ࡜ࡇࡍࡤ

 ࠋࡍࡲࡁ࡛ࡀ
� ୍ࠊࡣࡃከࡢᤵᴗࡢ⩦༠ྠᏛࡓࡋཧほࡀ⪅➹ࠊ࡛ࡲࢀࡇࠊ࡟࡜ࡇ࡞ṧᛕࠊࡋ࠿ࡋ

ᩧᣦᑟྠ࡜ᵝ࡟ヰࡋゝⴥࡸ᭩ࡁゝⴥ೫㔜ࡢᤵᴗ࡛ࢨࢹࣝࢧ࣮ࣂࢽࣘࡣ࡛ࢀࡇࠋࡓࡋ

ᣦᑟᢏἲ࡞ࣥ࢖ࢨࢹࣝࢧ࣮ࣂ஧ࣘ࡟ᮏ᮶ⓗࡣ⩦༠ྠᏛࠋࢇࡏࡲ࠼ゝࡣ࡜ᤵᴗ࡞ࣥ࢖

ࡿࡍ࡟࠺ࡼࡿࡁᑐᛂ࡛࡟ಶᛶࡢ᪉ࡧᏛࡢே୍ே୍ࠊࡣ࡟ࡍ࠿άࢆ฼Ⅼ࠺࠸࡜ࡿ࠶࡛

 ࠋࡍᚲせ࡛ࡀ࡜ࡇ
� ኱ࢻ࣮ࣂ࣮ࣁࠊࡣ࡛࣒ࠖࣛࢢࣟࣉ⏕ᚸ⪅࣭ඛࡁࡋࢁࡩ࡜࣮࣑࢖ࢫࠕࡢࡇࠊ࡛ࡇࡑ

Ꮫᩍᤵࡢ H. Gardner �㸦multiple⬟▱ࢳ࣐ࣝࡿࡍᥦၐࡢ intellegenes㸧➼ࡢほⅬࠊࡽ࠿

Ꮚ୍ࡶ࡝ேࡢࡾ࡜ࡦᏛࣥ࢖ࢨࢹࣝࢧ࣮ࣂࢽࣘࢆࡧ໬ࢆ࡜ࡇࡃ࠸࡚ࡋᥦၐࡲ࠸࡚ࡋ

➨ࡣ࡚࠸ࡘ࡟ヲ⣽ࡢ⬟▱ࢳ࣐ࣝࠋࡍ 2 ࢖࣏ࡢ⩦༠ྠᏛࡣḟ㡯࡛ࠊࡋ࡜࡜ࡇࡿㆡ࡟❶

 ࠋࡍࡲࡅ⥆ࢆㄝ᫂ࡋᑡ࠺ࡶ࡚࠸ࡘ࡟᪉ࡵ㐍ࡸࢺࣥ
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㸵㸬 ༠ྠᏛ⩦ࢆᡂຌࢺࣥ࢖࣏ࡿࡏࡉ㸸༠ྠᏛ⩦ࡢ  ࡿ࠼ࢁࡑࡎᚲࢆᇶᮏせ⣲ࡢࡘ5
 協同学習には、5 つの基本要素（Johnson, Johnson, & Holubec, 1993）というのがあ

りࡲすࠋこれは、協同学習が༢なるグループ作業で⤊わることなࡃ、本≀の協同学

習となるための大ኚ重要な条௳ですࠋ協同学習による授業࡙ࡃりにおいては、この 5

つの基本要素が必ずྵࡲれるようにしておࡃことが重要ですࠋ 

 ᅗ 2Ѹ1 は協同学習の５つの基本要素の㛵ಀᅗ（ᾛ஭, 2011）ですࠋこの 5 つの基本

要素とは、(1)஫ᜨ的な┦஫౫Ꮡ㛵ಀがある、(2)ᑐ面的なやりとりのᶵ఍がある、(3)

ಶ人の㈐௵があり、᫂☜である、(4)ࢯーシࣕルスキルや協同・協ാスキルが教えࡽ

れ、㢖⦾に活用しなけれࡤなࡽない、(5)チームのふりかえりを⾜う、のことですࠋ 

 

 

༠ྠᏛ⩦ࡢ㸳ࡢࡘᇶᮏせ⣲㸦Johnson, Johnson, &  

Holubec, 2002㸧ࡢ㛵ಀᅗ㸦ᾛ஭, 2011㸧 

 

  (1)の「஫ᜨ的な┦஫౫Ꮡ㛵ಀがある」とは、授業のめあて、教ᮦ、ᙺ๭分ᢸ、

ホ౯や成ᯝ（例えࡤ、できୖがった作ရの࡯か、㈹≧、㐩成の࡯ࡈうびシールなど）

などについて、஫いに協力を必要とするような㛵ಀ、つࡲり「㐠࿨ඹ同体」の㛵ಀ

を作ることをព࿡しࡲす（ᛂ用⾜ື分ᯒ学ではこれを集団㝶కᛶといいࡲす）ࠋ「ク

ラス（ࡲたは⌜）の඲ဨがㄢ㢟をクリ࢔する」、「⌜でྛ自が自分のᙺ๭をᯝたし、

協力してቨ᪂⪺を作る」など、ࡳんなで協力しないとできないような㛵ಀを設定す

ることが必要ですࠋ 

 (2)の「ᑐ面的なやりとりのᶵ఍がある」とは、実㝿にᑐ面してこのၥ㢟はああࡔ、

こうࡔと㆟ㄽしたり、教えྜったり、ࡳとめྜったり、࡯めあったりできるような

ᅗ㸰�㸯
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� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �  

ᶵ఍ࢆタᐃ࡛࡞ࢇࡳࠊ࠶ࡷࡌࠕࠋࡍ࡛࡜ࡇ࠺࠸࡜ࡃ࠾࡚ࡋ༠ຊ࡚ࡗࡸ࡚ࡋୗࠖ࠸ࡉ

ࠊ࡛ࡾࡁࡗࡾ࠿࠿࡟ㄢ㢟㸦ᙺ๭㸧ࡢศ⮬ࠊ࡚ࡂࡍࡋ㞴ࡀㄢ㢟ࡣᐇ㝿ࠊࡶ࡚ࡋ♧ᣦ࡜

཭㐩ࢆ࠼⪄࡜஺ὶࠊࡾࡓࡋᩍࡿࡍࡾࡓࡗྜ࠼᫬㛫ࡣࡢ࠺࠸࡜ࠊ࠸࡞࡝ࢇ࡜࡯ࡀᝏ࠸

౛࡛ࠗࠋࡍᏛ࠘࠸ྜࡧ㸦すᕝ㸪2006㸧࡛45ࠊࡣ ศᤵᴗሙྜࡿࡁ࡛ࡢࢫࣛࢡࠊᏊ㸰ࠊ

㸱ྡࡀ 15 ศ࡛ゎࡿࡅㄢ㢟ࢆタᐃࡶ᭱ࡀࡢࡿࡍ㐺࠺ࡼࡢࡇࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋ࡜ࠊࡿ࠸࡚ࡋ

ࡲࡁ࡚ࡋ㛵㐃ࡶ࡜஫౫Ꮡ㛵ಀ┦࡞஫ᜨⓗࡓࡗ⾜࡜タᐃࡢ࡚࠶ࡵࡸ㞴᫆ᗘࡢㄢ㢟ࠊ࡟

ᅗࠊࡵࡓࡢࡑࠋࡍ 2�1 ୍ࡀ෇ࡢࡾ࡜ࡾࡸ࡞ᑐ㠃ⓗ࡜෇ࡢ஫౫Ꮡ㛵ಀ┦࡞஫ᜨⓗࡣ࡛

㒊㔜࡟࠺ࡼࡿ࡞㓄⨨5ࠊࡓࡲࠋࡍࡲ࠸࡚ࢀࡉ 㓄࡟࠺ࡼ࠺ྜࡾ࡞㔜ࡀ࡚࡭ࡍࡢせ⣲ࡢࡘ

ࢀࡒࢀࡑࡶせ⣲ࡢ௚ࡣࢀࡇࠊࡀࡍࡲ࠸࡚ࢀࡉ⨨ 5 㛵ࡓࡗྜࡾ࡞㔜࡟࠸஫࡜せ⣲ࡢࡘ

㐃ᛶࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋ♧ࢆ࡜ࡇ࠺࠸࡜ࡿ࠸࡚ࡗࡶࢆ 
� ࡁᡭᢤࡿࡺࢃ࠸ࡢ࣮ࣂ࣓ࣥࠊࡣࡢ࠺࠸࡜ࠖࡿ࠶࡛☜᫂ࠊࡾ࠶ࡀ௵㈐ࡢಶேࠕࡢ(3)

࣓ࡢ௚࡟ࡢ࡞ㄢ㢟ࡀ࡜ࡇࡿసࢆ⪺᪂࡛⌜ࠊࡤ࠼౛ࠋࡍᚲせ࡛࡟ࡵࡓࡄ㜵ࢆࡾࡰࡉࡸ

ࡃࡼࡣࡢ࠺࠸࡜ࡓࡏࡉ᏶ᡂࢆ⪺㛗୍ே࡛᪂⌜ࡣᒁ⤖ࠊ࡚࠸࡛ࢇ㐟ࡎࡏసᴗࡣ࣮ࣂࣥ

௵㈐ࡸᙺ๭ศᢸࡁ࡭ࡿࡸࠊ࠺ࡼࡿࡁ࡛⫣㈉࡟࣒࣮ࢳࡀே୍ே୍ࠋࡍ࡛࣮ࣥࢱࣃ࠸࡞

 ࠋࡍࡲࡏࡉࡾࡁࡗࡣࢆ
� ࡤࢀࡅ࡞ࡋ⏝ά࡟⦾㢖ࠊࢀࡽ࠼ᩍࡀࣝ࢟ࢫ༠ྠ࣭༠ാࡸࣝ࢟ࢫࣝࣕࢩ࣮ࢯࠕࡢ(4)

ࡀ࡞ࢀࡲ⏕ࡀࠎᡃࡣࣝ࢟ࢫ༠ྠ࣭༠ാࡸࣝ࢟ࢫࣝࣕࢩ࣮ࢯࠊࡣࡢ࠺࠸࡜ࠖ࠸࡞ࡽ࡞

ᨷࡾࡓࡋ㠀㞴ࢆᡭ┦ࠊࡃ⪺ࢆヰࡢᡭ┦ࠋࡍ࡛ࡽ࠿࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡶࡿ࠸࡚ࡗᣢ࡚ࡋ࡟ࡽ

ᧁ࡟ࡎࡏ㛫㐪ࢆ࠸ᣦ᦬ࠊࡿࡍពぢࡀ㐪ࡶ࡚ࡗᘓタⓗ࡟ヰࠊࡍᛂ᥼ࠊࡿࡍຬẼ࡙ࡅ

ࢁ࠸ࢁ࠸ࡣࣝ࢟ࢫ࡞ᚲせ࡟ࡵࡓࡿࡍㄢ㢟ゎỴ࡚ࡋ༠ྠ࣭༠ാ࡛࣒࣮ࢳ࡝࡞࣭࣭࣭ࡿ

ᩍ࡟≉ࠊࡽࡓࡋ࡛ࡕࡓࡶ࡝Ꮚࡢ㧗Ꮫᖺ࡟≉ࠊࡕࡓࡶ࡝ᏊࡢⓎ㐩࡞඾ᆺⓗࠋࡍࡲࡾ࠶

ᖌࡀᩍ࡟࡛ࡍࡶ࡚ࡃ࡞࠼ఱࡸࣝ࢟ࢫࣝࣕࢩ࣮ࢯࡢ࠿ࡽ༠ྠ࣭༠ാࢆࣝ࢟ࢫᣢ࠸࡚ࡗ

⋓࡟↛⮬࡚ࡳࢆᵝᏊࡢࡶ࡝Ꮚ࡞ᡭୖࡀࣝ࢟ࢫ༠ྠ࣭༠ാࠊࡓࡲࠋࢇࡏࡲࢀࡋࡶ࠿ࡿ

ᚓࡃ࠸࡚ࡋ㸦ࠋࡍࡲ࠸࠸࡜ࢢࣥࣜࢹࣔࢆࢀࡇ㸧࠿ࡋࠋ࠺ࡻࡋ࡛ࡿ࠶ࡶ࡜ࡇ࠺࠸࡜ࠊ

࠿ࡢࡿ࠶ࡀࣝ࢟ࢫ༠ྠ㺃༠ാࡸࣝ࢟ࢫࣝࣕࢩ࣮ࢯ࡞ࢇ࡝࡛ࢫࣛࢡࠊࡶሙྜ࡛ࡢࡑࠊࡋ

ฟࠊࡾࡓࡗྜࡋᥖ♧ࠊ࡚ࡋ࡝࡞ࡿࡍࡾࡓࡋព㆑໬ࡀ࡜ࡇࡃ࠸࡚ࡋ኱ษ࡛ࠋࡍ�  
� せ⣲࡞኱ษ࠸࡞ࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡃḞࠊࡶࡢ࠺࠸࡜ࠖ࠺⾜ࢆࡾ࠼࠿ࡾࡩࡢ࣒࣮ࢳࠕࡢ(5)

࠿ࡢࡓࡗ࠸ࡃࡲ࠺ࡀ࣒࣮ࢳࡽࡓࡗྜࡋ༠ຊࡓࡲࠊࡽࡓࡗྜࡋ᥼ຓ࡟㢼࡞ࢇ࡝ࠋࡍ࡛

࡟ㄢ㢟ࡃࡲ࠺ࡀ௰㛫ྠኈࠊ࡛࡜ࡇࡢࡇࠋࡿࡅタࢆᶵ఍ࡿ࠼࠿ࡾࡩ࡛࣒࣮ࢳ࡚࠸ࡘ࡟

ࡗྜࡧ႐ࢆᶆ㐩ᡂ┠ࡢ࣒࣮ࢳࠊࡾࡓࡏࡉព㆑࠺ࡼࡿࡍᣢ⥔ࢆ㛵ಀ࡞࠺ࡼࡿࡵ⤌ࡾྲྀ

୰ࡢᤵᴗࠋࡍࡲࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍࡾࡓࡋฟࡁᘬࢆື⾜࡞ᴟⓗ✚ࡢࢺ࢖࣓࣒࣮ࢳࠊࡾࡓ

ࡋ࡛ࡿ࠶ࡶ᪉ἲ࠺࠸࡜ࡿࡍ⏝฼ࢆ఍ࡢࡾᖐࠊࡋࡍࡲࡾ࠶ࡶሙྜ࠺⾜ࢆࡾ࠼࠿ࡾࡩ࡛

ྲྀࢆ᫬㛫ࡢࡾ࠼࠿ࡾࡩࠊࡣ᫬ᮇ࡛ࡢࡾ࠿ࡤࡔࢇ⤌ࡾྲྀ࡟⩦༠ྠᏛࠊࡣ࡟ᐇ㝿ࠋ࠺ࡻ

ࡓࡁ࡚ࢀ័࡟ࠎᚎ࡟᪉ࡾࡸࡢ⩦༠ྠᏛࠋࢇࡏࡲࢀࡋࡶ࠿ࡿ࠶ࡶሙྜ࠸ࡋ㞴ࡀ࡜ࡇࡿ

 ࠋࡍ࡛࠸ࡼ࡜ࡿࡍᑟධࠊࡽ
� ➨ 4 ࡢ⩦༠ྠᏛࢆ஦౛ࡢࢫࣥࢲࡢᐇ㊶㸰ࡢ㸯ࡢ❶ 5 ࡏࢃྜࡋࡽ↷࡟ᇶᮏせ⣲ࡢࡘ

4ࠊ࡜ࡿࡳ࡚ࡳ࡚ ேୖࢆࢫࣥࢲ࡛࣒࣮ࢳࡢᡭࡃ㋀ࠕ࠺࠸࡜ࡿࡍ࡟࠺ࡼࡿࢀ஫ᜨⓗ࡞┦

஫౫Ꮡ㛵ಀࠖ4ࠊ࡚ࡋࡑࠋࡓࡋࡲࡾ࠶ࡀ ேẖ࡟ᑐ㠃ࡿࡍࡾ࡜ࡾࡸࠊࡋ⩦⦏ࢫࣥࢲ࡚ࡋ
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� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �  

ᶵ఍ࡀタࠕࠋࡓࡋࡲ࠸࡚ࢀࡽࡅಶேࡢ㈐௵ࠖࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟ᚓព࡞ேࡀᩍࠊ࠼୙Ᏻ࡞

ேࡀᩍ࠺࠸࡜࠺ࡽࡶ࡚࠼ᙺ๭ศᢸࡸࣝ࢟ࢫࣝࣕࢩ࣮ࢯࠕࠋࡓࡋࡲࡾ࠶ࡀ༠ྠࠖࣝ࢟ࢫ

࠿ኌ࠿࠸ࡼࡽࡓ࠼ᩍ࡟࠺ࡼࡢ࡝ࠊ࡟㐩ࡶ࡝Ꮚࡢᙺࡿ࠼ᩍࡣ⏕ඛࡢ௵ᢸࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟

࣒࣮ࢳࠕࡣ௒ᅇࠋࡓࡋࡲࡁ࠸࡚ࡗᘔࢆ࣒࣮ࢳྛ࡚ࡋࡾࡓࡏぢࢆᐇ㝿ぢᮏࠊࡾࡓࡋࡅ

 ࠋࡓࡋ࡛ࢇࡏࡲ࠸⾜ࡣࠖࡾ࠼࠿ࡾࡩࡢ
� ༠ྠᏛ⩦ࡢᡭἲࡾྲྀࢆධࡓࢀᤵᴗ࡜࠸ࡓࡳ࡚ࡗࡸࢆᛮࡓࢀࢃ᪉ࠊࡣ༠ྠᏛ⩦ࡢ㸳

ࠋ࠺ࡻࡋ࡛࠸ࡼࡀࡢࡃ࠸࡚ࡋࡾࡃᤵᴗ࡙ࠊ࠼⪄ࢆᵓᡂࡢᤵᴗࠊ࡟㍈ࢆᇶᮏせ⣲ࡢࡘ

ࠗᏊ̿ࢺ࣮࣏ࢧ࢔ࣆ࡜ࣝ࢟ࢫࣝࣕࢩ࣮ࢯࡢࡶ࡝ᩍᖌ࣭࢞ࣥࣙࢪ࣮ࣝࢡࣥ࢖ࡢࡵࡓࡢ

ࡢࡾࡃᤵᴗ࡙ࠊࡶ࡟ⴭ㸧 ࣝࢿࢫ .E࣭ࢧ࣮࣐ ,࢖ࢿࣕࢪ ࢙ࣝࢳ࢖㸦ࣞ࠘ࢡࢵࣈࢻ࢖

ࠋࡍࡲ࠸࡚ࢀࡉᥖ㍕ࡀ࡝࡞ࢺ࣮ࢩࡓࡗ౑࡟ࡾ࠼࠿ࡾࡩࡢ࣒࣮ࢳࠊࡸࣉࢵࢸࢫࡢࡵࡓ

ඛ⏕᪉ࡓ࠸㡬࡚ࡋ༠ຊ✲◊ࠊࡓࡲࠋ࠸ࡉぴୗࡈࡶࡽࡕࡇࡣ᪉࠸ࡓࡾ▱ࡃࡋヲ࡟ࡽࡉ

࡝࡞ᬯၐࡢ஑஑ࡢᩘ⟭ࠊ⩦ᏐᏛ₍ࡸ⫱యࠊ࡚ࡋ࡜ឤゐࡢ࡚ࡳ࡚ࡗࡸࢆ㊶ᐇࠊࡣࡽ࠿

⏝άࢆ⬟▱ࢳ࣐ࣝ࡞ࠎᵝ࡝࡞ேࠖࠕࠊ㡢ᴦࠖࠕࠊ㸦✵㛫ᢕᥱຊ㸧ࠖ⤮ࠕࠊయࠖࠕࡣ

ࢃᛮ࡜࠸ࡍࡸࡾࡸࡀ⩦༠ྠᏛࡍ࠿ά࡜ࡇࡔࢇᤵᴗ࡛ᏛࠖࡪᏛࢆ᪉ࡧᏛࠕࠊࡃࡍࡸࡋ

 ࠋࡓࡋ࡛࡜ࡇ࠺࠸࡜ࡿࢀ
 
㸶㸬�㞀ᐖࡿ࠶ࡢᏊࡶࡶ࡝ཧຍࡿࡍ༠ྠᏛ⩦ࡿࡅ࠾࡟㓄៖ࡸᡭ❧࡚ 
� 㞀ᐖࡿ࠶ࡢᏊࡶࡶ࡝༠ྠᏛ⩦࡟ཧຍࡿࡍሙྜ࡞࠺ࡼࡢ࡝ࠊ㓄៖ࡀᡭ❧࡚ࡀᚲせ࡞

 ࠋ࠿࠺ࡻࡋ࡛ࡢ
� ࡛ࡘ୍ࡢᇶᮏせ⣲㸦Johnson, Johnson, & Holubec, 2002㸧ࡢࡘ㸳ࡢ⩦༠ྠᏛࠊࡣࡎࡲ

ཧຍࡀࡶ࡝Ꮚࡿ࠶ࡢ㞀ᐖࠊ࡟ࡵࡓࡿࡏ࠿ാࡃᡭୖࢆ஫౫Ꮡ㛵ಀࠖ┦࡞஫ᜨⓗࠕࡿ࠶

࡟࡜ࡇࡿࡍㄝ࡚᫂࠸ࡘ࡟࠿ࡢ࡞ᚲせࡀᕤኵࡢᨭ᥼ࡸ㓄៖஦㡯࡞࠺ࡼࡢ࡝࡟ሙྜࡿࡍ

 ࠋ࠺ࡻࡋࡲࡋ
� ࠊ࠸ྜࡅຓࠊ࠸ྜࡋ༠ຊ࡟࠸஫ࡀ࣮ࣂ࣓࣒࣮ࣥࢳࠊࡣ࡜஫౫Ꮡ㛵ಀࠖ┦࡞஫ᜨⓗࠕ

ᨭ࡞࠺ࡼࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ࠺ྜ࠼㛵ಀࠊࢆㄢ㢟㸦┠ᶆ㸧ࡸᩍᮦࡸᙺ๭ࡢタᐃ࡚ࡗࡼ࡟స

ゎỴࢆㄢ㢟ࡢࢀࡒࢀࡑࡀ࣮ࣂ࣓ࣥࠊሙྜࡿ࠶ࡀ஫౫Ꮡ㛵ಀ┦࡞஫ᜨⓗࠋࡍ࡛࡜ࡇࡿ

ᙉ໬࡟඲య࣒࣮ࢳࠊࢀࡉ㐩ᡂࡀᶆ┠ࡢ඲య࣒࣮ࢳ࡚ࡗࡼ࡟࡜ࡇࡍࡓᯝࢆᙺ๭ࡾࡓࡋ

Ꮚ㸦౛ࡢ࡚ࡋ࡜࣒࣮ࢳࡤ࠼㐩ᡂឤ࡛ࠊࡾࡓࡗ࠶㈹≧ࡸᚓⅬ࡝࡞࣮ࣝࢩࡧ࠺࡯ࡈࡸ㸧

ࡀ㞟ᅋ㝶కᛶࠖࠕࠊࡣᛂ⏝⾜ືศᯒᏛ࡛ࢆ࡜ࡇࡢࡇࠋࡍࡲࡾ࡞࡟࡜ࡇࡿࢀࡽ࠼୚ࡀ

ാࠋࡍࡲ࠸࠸࡜ࡿ࠸࡚࠸ 
� 㸦ᾛ஭, 2002; 2006a✲◊ࡢ㐃୍࡚࠸ࡘ࡟㞟ᅋ㝶కᛶ࡛ࡲࢀࡇࡣ⪅➹ ࡚ࡗ⾜ࢆ㸧࡝࡞

ࡶ࡝Ꮚࡿ࠶ࡢ㞀ᐖࡢ➼Ⓨ㐩㞀ᐖࠊࡽ࠿ぢ▱ࡢ➼✲◊⾜ඛࡸ✲◊ࡢࡽࢀࡇࠋࡓࡋࡲࡁ

ࡢ௨ୗࠊ࡚ࡋ࡜Ⅼࡁ࡭ࡍ㓄៖࡚࠸࠾࡟㞟ᅋࡢ 8 Ⅼࢆᣲࡣࡽࢀࡇࠋࡓࡋࡲࡆ୺࡚ࡋ࡜

㞀ᐖࡿ࠶ࡢᏊࡢࡳࡢࡶ࡝㞟ᅋࡿࡼ࡟✲◊ࡢ࡚࠸࠾࡟▱ぢ࡛ࡀ⪅➹ࠊࡋ࠿ࡋࠋࡍ㏻ᖖ

࡞ࡢ㞀ᐖ࡜ࡶ࡝Ꮚࡿ࠶ࡢ㞀ᐖࠊࡣࡽ࠿㦂⤒ࡓࡗ⾜ࢆᤵᴗほᐹࡢ⩦༠ྠᏛࡢᏛ⣭࡛ࡢ

ඹ㏻ࡶ࡚ࡗ࠶㞟ᅋ࡛ࡢࡳࡢࡶ࡝Ꮚࡢ඾ᆺⓎ㐩ࡓࡲࠊࡶ࡚࠸࠾࡟㞟ᅋࡴྵࢆࡶ࡝Ꮚ࠸

࠶ࡢⓎ㐩㞀ᐖࡣᮏ᭩ࠊࡢࡢࡶ࠺࠸ࡣ࡜ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡌឤ࡜ࡿ࠶஦㡯࡛ࡁ࡭ࡍ㓄៖࡚ࡋ

㞀ᐖ࡟≉ࡣ௨ୗ࡛ࠊ࡛ࡢࡍࡲ࠸࡚ࡋ࡜㇟ᑐࢆ㊶ᐇࡢ㏻ᖖᏛ⣭࡛ࡪᏛ࡟ඹࡶࡶ࡝Ꮚࡿ
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� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �  

 ࠋࡍࡲࡁ࠸࡚ࡋㄝ࡚᫂ࡋ᝿ᐃࢆ㞟ᅋࡴྵࢆࡶ࡝Ꮚࡢ඾ᆺⓎ㐩࡜ࡶ࡝Ꮚࡿ࠶ࡢ
�  

ձ ࡸࣝ࢟ࢫࣝࣕࢩ࣮ࢯ༠ྠ࣭༠ാࡢࣝ࢟ࢫᣦᑟࠋࡿࡍࢆ࠸ࡽࡉ࠾ࡸ 
ղ ୖ㏙ձࢆᐇ㝿࡟ά⏝࡛࡟࠺ࡼࡿࡁᣦᑟሙ㠃ࢆ≀⌮ⓗ࡟ᵓ㐀໬ࠋࡿࡍ 
ճ ࡸ࣒࣮ࢳಶࠎேࡢ┠ᶆ㐩ᡂࡢ࡛ࡲ㐙⾜≧ἣࢆ㏲ḟࠋࡿࡍࢡࢵࣂࢻ࣮࢕ࣇ 
մ 㞀ᐖࡿ࠶ࡢᏊࡢ࣮ࣂ࣓ࣥࡸࡶ࡝㐙⾜⬟ຊ࡟ຍᩘࠊ࡚࠼ⓗฎ⌮⬟ຊࡸ㞟ᅋ඲

యࡸࢬ࢖ࢧࡢᙉ໬ࡀ㝶కࡿࡍ㞟ᅋ༢఩㸦ࢫࣛࢡ඲యࠊ⌜ẖ࡝࡞࢔࣌ࠊ㸧ࡢ኱ࡁ

 ࠋࡿࡍタᐃࢆ㐩ᡂ┠ᶆ㸦⾜ື㸧ࡢேࠎಶࡸ࣒࣮ࢳࠊ࡚ࡋ㓄៖࡟➼ࡉ
յ 㞀ᐖࡿ࠶ࡢᏊࡢࡶ࡝⌮ゎᗘ࡟ᛂ࡚ࡌᙉ໬Ꮚࡢ✀㢮ࢆ㑅ࠋࡪ 
ն 㞟ᅋ㝶కᛶ㸦㸻஫ᜨⓗ┦஫౫Ꮡ㛵ಀ㸧ࢆ⌮ゎ࠿ࡿ࠸࡚ࡋᣦᑟ๓࡜ᣦᑟ୰࡟

 ࠋࡿࡍࢺ࣓ࣥࢫࢭ࢔
շ ᩍᖌ࣒࣮ࢳࡣෆࡢ௰㛫㛵ಀ࡟ᖖ࡟ὀពࢆᡶࠋࡃ࠾࡚ࡗ 
ո ᩍᖌࡣ㞟ᅋྠࡢ࡬ㄪࡀᙉ࡟࠺ࡼ࠸࡞ࢀࡽ࠸ᖖ࡟ὀពࢆᡶࠋࡃ࠾࡚ࡗ 
�  

� ձࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟඾ᆺⓎ㐩ࡢᏊࡢࡳࡢࡶ࡝㞟ᅋࡶ࡚࠸࠾࡟ゝ࣮ࢳࠊࡀࡍ࡛࡜ࡇࡿ࠼

ࡉᚓ⋓ࡔࡲࡀࣝ࢟ࢫ༠ྠ࣭༠ാࡸࣝ࢟ࢫࣝࣕࢩ࣮ࢯ࡞ᚲせ࡟ࡁ࡜ࡃ࠸࡚ࡋసᴗ࡛࣒

඲య࡛ࢫࣛࢡࡶሙྜ࡛ࡿ࠸࡚ࢀࡉᚓ⋓ࠊࡋࡍᚲせ࡛ࡀᣦᑟࡢࡑࡣ࡟ሙྜ࠸࡞࠸࡚ࢀ

ᐃᮇⓗࡢ࡛࣒࣮ࢳࠊ࡜ࡿࡍ࠸ࡽࡉ࠾࡟༠ྠࠋ࠺ࡻࡋ࡛ࡃ࠸࡟ࢬ࣮࣒ࢫࡀ 
� ղࡸࣝ࢟ࢫࣝࣕࢩ࣮ࢯࠊࡣ༠ྠ࣭༠ാࢆࣝ࢟ࢫᏊࡾࡼࡀࡕࡓࡶ࡝ά⏝ࡍࡃࡍࡸࡋ

ࡀሙྜࡿࡍ࡜ⱞᡭࢆࣝ࢟ࢫࣝࣕࢩ࣮ࢯࡣࡕࡓࡶ࡝Ꮚࡿ࠶ࡢ㞀ᐖࠋࡍᕤኵ࡛ࡢࡵࡓࡿ

ከࠊࡽ࠿ࡍ࡛࠸༠ྠࢆࣝ࢟ࢫᐇ᪋ࡿࡍ┦ᡭࢆ㝈ᐃࡕ❧ࠊࡾࡓࡋ఩⨨࡟㊊ᙧࢡ࣮࣐ࡢ

࠶࡚࠼ᩚࢆቃ⎔࠸ࡍࡸࡾࢃ㛵ࡀኈྠࡶ࡝Ꮚࠊ࡚ࡋ࡝࡞ࡿࡍ៖⪄ࢆ⨨㓄ࡢᮘࠊࡿ㈞ࢆ

 ࠋࡍ㔜せ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡆ
� ճ࣒࣮ࢳࠊࡣෆࡢ༠ຊಁࡾࡼࢆ㐍ࠊ࡟ࡵࡓࡿࡍㄡࡀຓࡀࡅᚲせྍࢆ࠿ࡢ࡞ど໬ࡍ

グࢺࢫ࣋ᕫ⮬ࠊࡣᤵᴗ࡛ࡢ㉮ࣝࢻ࣮ࣁࡢ⫱యࡿ࠶ࠊࡤ࠼౛ࠋࡍ࡛ࡢࡶ࠺⾜࡟ࡵࡓࡿ

㘓ࡀ࡞ࢇࡳࡢࢫࣛࢡࢆ᭦᪂ࢆ࡜ࡇࡿࡍ┠ᶆࡓࡋ࡟ᤵᴗࡢࡑࠊࡀࡍ࡛ࡢࡓ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ

㝿ࠊ⮬ᕫࢺࢫ࣋グ㘓ࢆ᭦᪂࡛ࡣ⪅ࡓࡁయ᧯ᖗࢆ㉥ࠊᮍࡣ⪅ࡢࡔⓑ࢕ࣇ࡛࡜ࡇࡿࡍ࡜

࡛ࡀㄢ㢟ࠊ࡚ࡗ㈞ࢆࢻ࣮࢝ᮐྡࡢࡕࡓࡶ࡝Ꮚ࡟㯮ᯈࠋࡓࡋࡲ࠸࡚ࡗ⾜ࢆࢡࢵࣂࢻ࣮

ࠎಶࡢࡶ࡝Ꮚࡿ࠶ࡢ㞀ᐖࠊࡣࢺࣥ࢖࣏ࠋࡍࡲࡾ࠶ࡶ᪉ἲ࠺࠸࡜ࡍ⛣࡟ഃྑࡣேࡓࡁ

 ࠋࡍ࡛࡜ࡇࡿྲྀࢆ᪉ἲࡢࢡࢵࣂࢻ࣮࢕ࣇࡿࡁゎ࡛⌮ࡀࡶࢀࡔࠊ࡚ࡏࢃྜ࡟ᐇែࡢ
� մࠊࡀࡍ࡛࡚࠸ࡘ࡟㞀ᐖࡿ࠶ࡢᏊ୍ࡓࡵྵࡶࡶ࡝ே୍ேࡢ㐙⾜⬟ຊࡓࡏࢃྜ࡟┠

ᶆタᐃࡀ࡜ࡇࡿࡍࢆ㔜せ࡛ࠋࡍ㞀ᐖࡿ࠶ࡢᏊ࠺ࡼࡢࠖࡍ࠿ࡗࡑࡳࠕࡿࡺࢃ࠸ࡀࡶ࡝

ࡃ࡚࠼⪄ࢆᶆタᐃ┠࡞࠺ࡼࡿࡁ࡛⫣㈉࡟ᴟⓗ✚ࡢ࣒࣮ࢳࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡢࡿ࡞࡟Ꮡᅾ࡞

ࡀᖹᆒ࣒࣮ࢳ࡛ࢺࢫࢸᏐ₍ࠕࡤ࠼౛ࠊ࡚࠼ຍࠋ࠸ࡉࡔ 80 Ⅼ௨ୖྲྀ࡟࠺ࡼ࠺࠸࡜ࠖࡿ

ᩘ್┠ᶆࡀධࡿ࠸࡚ࡗሙྜࠊ㞀ᐖࡿ࠶ࡢᏊᩘࡢࡶ࡝ⓗฎ⌮⬟ຊ࡚࠸ࡘ࡟⪃៖ࡿࡍᚲ

せࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀ⌜ဨ 6 ゎ⌮ࡣࡽ࡞༢఩࢔࣌ࠊࡶ࡛⌮↓ࡣ࡜ࡇࡿࡍ⟭ィࢆᖹᆒ್ࡢྡ

ᩘࠊࡣሙྜ࡞⌮↓ࡶࢀࡑࠋ࠺ࡻࡋ࡛࠸࠸ࡤࢀࡍࢆᶆタᐃ┠ࡢ࡛࢔࣌ࠊࡤࡽ࡞ࡿࡁ࡛

್┠ᶆࡢタᐃࢆぢ┤ࡍᚲせࠊࡓࡲࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀ㐩ᡂ┠ᶆࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡜ᣦᑟ࠸ࡓࡋ⾜
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య⮬ື⾜࡞࠺ࡼࡢࠖ⬮஧ே୕ࠕࠊ࠿ࡢ࡞✚⵳ࡢ⾜㐙ࡢேࠎಶ࡞࠺ࡼࡢ㥐ఏࠖࠕࡀື

ࢳࠋࡍࡲࡁ࡚ࡗࢃኚࡀ཯ᛂࡢࡕࡓࡶ࡝Ꮚࠊ࡚ࡗࡼ࡟࠿ࡢࡶࡿ࠶ࡀ஫౫Ꮡⓗᛶ㉁┦࡟

ࡼࡢࠖ⬮஧ே୕ࠕࠊࡣẁ㝵࡛࠸ࡋஈࡀゎ⌮࡟࡜ࡇ࠺࠸࡜ࡿࡍ༠ຊ࡚ࡗྜࡅຓ࡛࣒࣮

 ࠋ࠺ࡻࡋ࡛࠸ࡼ࡜ࡪ㑅ࢆࡢࡶࡿ࠶ࡀ஫౫Ꮡⓗᛶ㉁┦࡟య⮬ື⾜ࡿࡍᣦᑟ࡞࠺
� յࡢᙉ໬Ꮚࡢ✀㢮ࡢ㑅ᐃࠊࡣ㞀ᐖࡿ࠶ࡢᏊࡢࢫࣛࢡࡸࡶ࡝Ꮚࡀࡕࡓࡶ࡝య㦂ࡸ≀

࡛⌜ࠋࡍࡲࡁ࡚ࡗࢃኚ࡚ࡗࡼ࡟࠿ࡿ࠸࡚ࡁᗘ⌮ゎ࡛⛬ࡢ࡝ࡀឤぬ࠺࠸࡜ࡿࡍඹ᭷ࢆ

㈹≧୍ᯛ୍࣮ࣂ࣓࣒࣮ࣥࢳࠊ࡛ࡅࡔ࠺࠸࡜ே୍ேࡀ㐩ᡂឤࢆឤ࡜࠿࠺࡝࠿ࡿࢀࡽࡌ

㞟ᅋ࠺࠸࡜ࡔࡢࡓࡋ㐩ᡂ࡛࡞ࢇࡳࠊࡔࡢࡿ࠸࡚ࡗྜࡋ༠ຊ࡛࡞ࢇࡳࠋࡍ࡛࡜ࡇ࠺࠸

㝶కᛶ㸦஫ᜨⓗ┦஫౫Ꮡ㛵ಀ㸧ࡢ⌮ゎ࠸ࡍࡸࡋࡀᙉ໬ᏊࢆᏊ࡚ࡏࢃྜ࡟ࡶ࡝㑅ࡲࡧ

 ࠋ࠺ࡻࡋ
� նୖࡣ㏙ࡢմࡸյࡶ࡜㛵㐃ࠊࡀࡍࡲࡋᮏᙜ࡟㞟ᅋ㝶కᛶࢆ⌮ゎ࠿࠺࡝࠿ࡿ࠸࡚ࡋ

ᣦᑟ๓ࠊᣦᑟ୰ࡀ࡜ࡇࡿࡍࢺ࣓ࣥࢫࢭ࢔࡟ᚲせ࡛ࠋࡍẚ㍑ⓗ㞀ᐖࡢ⛬ᗘࡀ㍍ᗘࡇࡢ

ࢀࢃ␲ࡢⓎ㐩㞀ᐖࡿ࠶ࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀሙྜ࠸࡞࠸࡚ࡁゎ࡛⌮࡜ពእࠊࡶ࡚ࡗ࠶࡛ࡶ࡝

࡚ࡁ࡜ࣥࣆࡶ࡚ࢀࢃゝ࡜࡚ࠖࡗ࠶ࡋ༠ຊࠊ࠸ࡼࡶ࡚ࡗྜ࠼ᩍࢆ࠼⟆ࠕࠊࡣࡶ࡝Ꮚࡿ

࡞ࠊ࡚࠸࡛ࢇ㎸࠸ᛮ࡜ࡔ࡜ࡇ࠸ᝏࡣ࡜ࡇࡃ⪺࡟཭㐩࡟ࡎ࠿ศ࡛ゎ⮬ࠊᵝᏊ࡛࠸࡞࠸

⌮ࡣึ᭱ࠋࡓࡋࡲࡾ࠶ࡀࢻ࣮ࢯࣆ࢚࠺࠸࡜ࡓࡗ࠿࡞ࡵጞࢆࡾ࡜ࡾࡸࡢ࡜཭㐩࠿࡞࠿

ゎ࡛ࠊࡶ࡚ࡃ࡞࠸࡚ࡁ⤒㦂ࢆ㔜ࡿࡡẖ࡟⌮ゎࡀ㐍ࠊ࡛ࡢࡍࡲࡳᐃᮇⓗ࡟㞟ᅋ㝶కᛶ

㸦㸻஫ᜨⓗ࡞┦஫౫Ꮡⓗ㛵ಀ㸧ࢆ⌮ゎࠊࡋࢡࢵ࢙ࢳ࠿࠺࡝࠿ࡿ࠸࡚ࡋㄗゎࢆṇ࡞ࡍ

 ࠋࡍᚲせ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍࢆᨭ᥼ࡢ࡝
� շ࣒࣮ࢳࠊࡣෆ࡛ᡂ⦼ࡢᝏࢆ࣮ࣂ࣓ࣥ࠸㈐ࠊࡵᡭࡀཱྀࡸฟࡢ࡝࡞ࡿᭀゝࡸᨷᧁ⾜

ࡢື⾜ᨷᧁࡸᭀゝࡶնࡸմࡢ㏙ୖࠊ࡟௚ࡢշࠋࡍ࡛࡜ࡇ࡞኱ษ࡟ࡵࡓࡿࡍᅇ㑊ࢆື

ᅇ㑊࡟ࡵࡓࡢ኱ษ࡛ࠋࡍㄡࡀ࠿㈐୍ࠊࡎࡏࡾࡓࢀࡽࡵே୍ே࣒࣮ࢳ࡟ࣈ࢕ࢸࢪ࣏ࡀ

Ꮚࠊࡣᤵᴗ࡛ࡿࡼ࡟⩦༠ྠᏛࠋࡍせ࡛⫢ࡀ࡜ࡇࡿࡍࢆᶆタᐃ┠࡞࠺ࡼࡿࡁ࡛⫣㈉࡟

ࡿࡁほᐹ࡛ࢆᵝᏊࡢࡶ࡝Ꮚࡀᩍᖌ࡟ᤵᴗ୰ࠊ࡛ࡢࡿ࡞࡟ᤵᴗᙧែࡢάື୰ᚰࡢࡶ࡝

᫬㛫ࢆከࡃ☜ಖࠋࡍࡲࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍᗙᖍ⾲ࢆ࡝࡞⾲ࢡࢵ࢙ࢳࡓࡋࢪࣥࣞ࢔ࢆά⏝

 ࠋ࠺ࡻࡋࡲࡾぢྲྀࢆᵝᏊࡢࡶ࡝Ꮚ࡚ࡋ
� ո࡟࣒࣮ࢳࠕࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟㏫ྠࡎࢃࡽㄪࠊࡣ࡜ࡇࡿࡍ༠ྠ࡛ࡣỴ࠸࡜ࠖ࠸࡞࡚ࡋ

ࠋࡍࡲ࠸ᛮ࡜࠸ࡋḧ࡚࠸࡚ࡅࡘࢆẼ࡟ᵝᏊࡢࡕࡓࡶ࡝Ꮚࠊࡵ␃࡟⬚ࡣᩍᖌࢆ࡜ࡇ࠺

࠿ఱࠊ࡭㏙࡜࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡶࡿ࠸ᙉࢆㄪྠࡢ࡬㞟ᅋࡣ࡜༠ྠࠊࡣ㸦2006㸧ࢬࣝࢸࣄࣜ

ၥ㢟ࡀ㉳ࡸࡁ࡜ࡓࡁኻᩋ࡟ࡁ࡜ࡓࡋ᪥ᮏ࡛ࡃࡼࡣᏳ᫆࡟࣒࣮ࢳ࡟㈐௵ࡇࡿࡏࡽྲྀࢆ

ࡲࡌ⏕ࡀᅽຊࡢ㞟ᅋࡎࡽ࠿࡞ࡃࡍࠊࡣ࡟ሙྜࡿࡍ㞟ᅋ࡛༠ྠࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋᢈุࢆ࡜

ࠊࡋゎ⌮ࢆ࠸஫࠾࡚ࡵึ࡚ࡗྜࡾ࠿ࡘࡪࡀពぢࠊࡤࢀࡍ⏝స࡟ࣈ࢕ࢸࢪ࣏ࡀࢀࡑࠋࡍ

ࡲࡾ࡞࡟Ꮫ⩦ᶵ఍࡞⏝኱ኚ᭷ࡪᏛࢆ࠿ࡢ࠸ࡼࡽࡓࡵ㐍ࢆㄢ㢟ゎỴࡢ༠ྠ࡟࠺ࡼࡢ࡝

࠸࡜࠺ᚑ࡟ே࡞ࡁ኱ࡢኌࡀࡔពぢ࠺㐪ࡣศ⮬ࡣᮏᙜࠊࡤࢀࡍ⏝స࡟ࣈ࢕ࢸ࢞ࢿࠋࡍ

࠺ࡼࡿࡁ࡛⌧⾲࡟┤⣲ࡃ࡞࡜ࡇࡿ࠼ᢚࢆࡕẼᣢࡢศ⮬ࠋࢇࡏࡲࡡ࠿ࡾ࡞࡟࡜ࡇࡓࡗ

ࢩ࣮ࢧ࢔࠺࠸࡜ࡿࡍᕫ୺ᙇ⮬ࡽࡀ࡞ࡋᑛ㔜ࢆᡭ┦ࠊ࡟ࡵࡓࡢࡾ㞺ᅖẼసࡢࢫࣛࢡ࡞

ࡿࢀධࡾྲྀ࡟ᣦᑟࡢࣝ࢟ࢫ༠ྠ࣭༠ാࡸࣝ࢟ࢫࣝࣕࢩ࣮ࢯࡢձࢆᣦᑟࡢࣝ࢟ࢫࣥࣙ

➨ࠊࡓࡲࠋࡍࡲ࠸࡚࠼⪄࡜࠺ࢁࡔ࠸࠸࡜ 3 ❶࡛⤂௓ࠕࡿࡍᏛࡧ᪉ࢆᏛࠖࡪᤵᴗࠊࡶ
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Ᏻ᫆࡞㞟ᅋෆྠࡢㄪࢆ㜵ࡄᙺ๭ࢆᯝ࡜࠿࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡿࢀࡃ࡚ࡋࡓᮇᚅࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋ

ࢆࡉⰋ࠺㐪ࢀࡒࢀࡑࠊ࡚࠸࡚ࡗ㐪ࡀࡾ࡜ࡦࡾ࡜ࡦࡣᤵᴗࠖࡪᏛࢆ᪉ࡧᏛࠕࠊࡣࢀࡑ

ᣢ࠺࠸࡜ࡿ࠸࡚ࡗ౯್ほࢆᏊࠋࡍ࡛ࡽ࠿ࡔࡢࡶࡴ⫱࡟ࢫࣛࢡࡸࡕࡓࡶ࡝ 
� ௨ୖࠊࡀ㞀ᐖࡿ࠶ࡢᏊࡶࡶ࡝ཧຍࡿࡍሙྜ࡟㓄៖ࡁ࡭ࡍ஦㡯ࡸᡭ❧࡚࡛ࠋࡍ༠ྠ

Ꮫ⩦ࡢ 5 ஫ᜨⓗ┦஫౫Ꮡࠕࡢ୰ࡢᇶᮏせ⣲㸦Johnson, Johnson, & Holubec, 2002㸧ࡢࡘ

㛵ಀࠖ㸦㸻㞟ᅋ㝶కᛶ㸧ࡢほⅬࡽ࠿㓄៖ࡁ࡭ࡍ஦㡯ࡸᡭ❧࡚࡚࠸ࡘ࡟ぢ࡚ࡓࡋࡲࡁ

ࢃࡀ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡋ㛵㐃࡟ᐦ᥋ࡶ࡜ᇶᮏせ⣲ࡢ⩦༠ྠᏛࡢ௚ࠊࡣ┠㡯ྛࡢձ㹼ոࠊࡀ

ᅗࠋࡍࡲ࠸ᛮ࡜ࡿ࠿ 2�1 5ࠊ࡟࠺ࡼࡿ࠶࡚ࢀࡉ♧࡚ࡗྜࡾ࡞㔜ࡀ෇ࡢࡘ㸳ࡣ࡛ せࡢࡘ

⣲ࡀ┦஫࡟㛵㐃࡚ࡗྜࡋ༠ྠᏛ⩦ࡀᡂࠋࡍ࡛ࡢࡿ࠸࡚ࡗ❧ࡾ 
� ⾲ࠊ࡚ࡉ 2�1 㞟ᅋ㝶కᛶᐇࡢࡵࡓࡢ⪅ᣦᑟࡓࡋ࡟ᙧᘧࢺࢫࣜࢡࢵ࢙ࢳࢆࡽࢀࡇ࡟

᪋ࢺࢫࣜࢡࢵ࢙ࢳ㸦ᾛ஭㸪2006a㸹Ꮠ୍ྃࢆ㒊ᨵኚ㸧ࠋࡓࡋࡲࡋ♧ࢆᩍᖌࡀᑐ㇟㞟ᅋ

࢙ࢳࡢࡇࠊ࠾࡞ࠋ࠺ࡻࡋ࡛ࡿ࡞࡜ຓ୍ࡢࡵࡓࡿࡍỴᐃࢆస᧯ࡢ㞟ᅋ㝶కᛶࡓࡋ㐺࡟

஦㇟̾ඛ⾜஦㇟̾⾜ື̾⤖ᯝ࣭ࢢࣥ࢕ࢸࢵࢭࠕࡢᛂ⏝⾜ືศᯒࡣ┠㡯ࡢࢺࢫࣜࢡࢵ ᙉ໬ࠖ

ᛂࠋ㸦ᾛ஭㸪2006a; 2006b㸧ࡍࡲ࠸࡚࡭୪࡚ࡗἢ࡟ࡳ⤌ㄽⓗᯟ⌮ࡢᅄ㡯㝶కᛶ࠺࠸࡜

⏝⾜ືศᯒࡢࡽ࠿⌮ㄽⓗㄝ᫂ࡸ㞟ᅋ㝶కᛶ࡜ࡗࡶ࡚࠸ࡘ࡟ヲ࠸ࡓࡾ▱ࡃࡋ᪉ࡣ❶ᮎ

⫣ᩥࡢ 11㸧ࠥ13㸧ࢆཧ↷࡚ࡋୗࠋ࠸ࡉ 
㻌 
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 表２-１ 指導者のための集団随伴性実施チェックリスト（涌井，2006a；字句を一部改変） 

  項目 
チェッ

ク欄 

セッティング 

要因に関す

る 

事項 

1. 対象児の数的処理能力のアセスメントを行ったか。   

2. 対象児のソーシャルスキルや協同・協働スキルのアセスメントを行っ

たか。 
  

3. 対象児にソーシャルスキルや協同・協働スキルのレパートリーがない

場合、協同学習実施前に短期トレーニングを行ったか。 
  

4. 指導中にソーシャルスキルや協同・協働スキルのおさらいをすること

を指導手続きに入れたか。 
  

5. 指導場面は、ソーシャルスキルや協同・協働スキルの遂行が想定さ

れる場面が頻出する文脈になっているか。 
  

ඛ⾜่⃭࡟ 

㛵ࡿࡍ஦㡯 

6. 仲間の標的行動遂行状況のフィードバックを指導手続きに入れた

か。 
  

7. 仲間の標的行動遂行状況のフィードバックするために、仲間モニタリ

ング（他者評価）手続きは使用できるか。 
  

8. 強化の随伴単位を縮小し、被援助者を限定したか。   

9. ソーシャルスキルや協同・協働スキルの遂行が想定される場面の構

造化を行ったか。 
  

10. 標的行動の評価表を対象集団に合わせて簡素化したか。   

結果・強化に 

関する事項 

11. 集団随伴性の理解に関するアセスメント（暗黙の了解事項の理解、

強化子の共有関係の理解）を行ったか。 
  

12. 対象集団に適合した強化基準値になっているか。   

13. 対象集団が強化子の共有関係を理解していない場合、強化随伴単

位で共有できる１つの強化子を用意したか。 
  

14. 指導中、定期的に集団随伴性のアセスメントを実施することを指導

計画に含めたか。 
  

 注：標的行動とは、個々人やチームの達成目標になっている行動のことである。      
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publications, Verginia USA. ྜྷ⏣᪂୍㑻ヂ(2002):ࢳ࣐ࣝࠕ⬟ຊ ࡿࡁ⏕ࡢࡶ࡝Ꮚࡴ⫱ࡀࠖ

ຊ, ᑠᏛ㤋. 
2) Janney, R. & Snell, M.E. (2006) Social Relationships and Peer Support. Paul H. Bookes 
Publishing Co., Baltimore, Maryland. 㧗㔝 ஂ⨾Ꮚ࣭ᾛ஭ ᜨ ┘ヂ(2011)㸸Ꮚ࣮ࢯࡢࡶ࡝

࣭ࣥࣙࢪ࣮ࣝࢡࣥ࢖ࡢࡵࡓࡢᩍᖌ̿ࢺ࣮࣏ࢧ࢔ࣆ࡜ࣝ࢟ࢫࣝࣕࢩ 㔠๛ ,ࢡࢵࣈࢻ࢖࢞

ฟ∧. 
3) Johnson, D. W., & Johnson, R. T., & Holbec, E. J.(2002): Circles of Learning: 
Cooperation in the Classroom(4th ed.). Interaction Book Company. ▼⏣⿱ஂ࣭ᱵཎᕭ௦Ꮚ

ヂ (2010): Ꮫ⩦ࡢ㍯ ᨵゞ᪂∧̿Ꮫࡢ࠸ྜࡧ༠ྠᩍ⫱ධ㛛, ஧⎼♫㸬  
4) ᅧศᗣᏕ (┘ಟ) (1996) :࡛࣮ࢱ࢚ࣥ࢘࢝ࣥᏛ⣭ࡀኚࡿࢃѸࣉ࣮ࣝࢢయ㦂ࡋ࠿⏕ࢆ
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5㸧Meijer, C. J. W. (Ed.) (2001) Inclusive education and effective classroom practices. 
European Agency for Development in Special Needs Education. 
6) すᕝ⣧ (2008) : Ẽࡿ࡞࡟Ꮚࡢᣦᑟ࡟ᝎ࡬ࡓ࡞࠶ࡴѸᏛ࠺ྜࡧ≉ูᨭ᥼ᩍ⫱, ᮾὒ

㤋ฟ∧♫. 
ࣥࣛࣉࢼ࢚࢖㸸࠿ࡢࡓࡋᡂຌࡐ࡞ࡣ⫱ಶูᩍࡢࢲࣥࣛ࢜ Ꮚ (2006)┤ࢬࣝࢸࣄࣜ (7

ᩍ⫱࡟Ꮫࡪ㸪ᖹซ♫㸬 
8) బ⸨Ꮫ (2004) ⩦⇍ᗘูᣦᑟࡢఱࡀၥ㢟࠿, ᒾἼࢺࢵࣞࢡࢵࣈ No.612, ᒾἼ᭩ᗑ. 
9) బ⸨㞞ᙲ࣭బ⸨Ꮫ(⦅) (2003) බ❧୰Ꮫᰯࡢᣮᡓ̿ᤵᴗࢆኚࡿ࠼Ꮫᰯࡀኚࡂ ,ࡿࢃ
 .࠸ࡏ࠺ࡻ
10) 㧗ᶫࡘ࠶Ꮚ (⦅) (2004) LD㺂ADHD ㏻̿ࢻ࢖࢞ࢺ࣮࣏ࢧሙ㠃ูࡢ࡬ࡶ࡝Ꮚࡢ࡝࡞

ᖖࡢᏛ⣭ࡢඛ⏕ࡢࡵࡓࡢ≉ูᨭ᥼ᩍ⫱, ࡢࢇ࡯᳃ฟ∧. 
11) ᾛ஭ᜨ㸦2002㸧௰㛫ྠኈࡢ┦஫஺΅࡟ᅔ㞴ࡍ♧ࢆඣ❺ࡢ࡬㞟ᅋ㝶కᛶࡿࡼ࡟♫

఍ⓗࣝ࢟ࢫカ⦎̿⮬Ⓨⓗ࡞᥼ຓ⾜ືࡢ࡬๪ḟⓗ࡞ຠᯝࡓࡵྵࡶศᯒ̿㸬Ⓨ㐩㞀ᐖ◊

✲㸪24(3)㸪304-315. 
12) ᾛ஭ᜨ (2006a) Ⓨ㐩㞀ᐖඣࡢ௰㛫ྠኈࡢ┦஫஺΅ಁ㐍࡟㛵ࡿࡍ◊✲̿♫఍ⓗࢫ
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13) ᾛ஭ᜨ (2006b) ᖹᡂ 14 ᖺᗘ㹼ᖹᡂ 17 ᖺᗘᩥ㒊⛉Ꮫ┬⛉Ꮫ◊✲㈝⿵ຓ㔠㸦ⱝᡭ

◊✲(㹀)㸧◊✲ᡂᯝሗ࿌᭩ࠕ༠ྠᏛ⩦ࡿࡼ࡟Ꮫ⩦㞀ᐖඣᨭ᥼ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ㛤Ⓨ࡟㛵ࡍ

㸦ㄢ㢟␒ྕ㸸14710117㸧ࠖ̿ࡽ࠿ほⅬࡢ㐍ಁࡢ௰㛫㛵ಀ࡜఍ᛶ♫࡜Ꮫຊ̿✲◊ࡿ
㹙http://www.nise.go.jp/kenshuka/josa/kankobutsu/pub_f/F-140.html  ධᡭྍ⬟㹛ࡾࡼ
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第３章 「学び方を学ぶ」授業とは？ 
 

㸯㸬 Ꮫࡧ᪉୍ࡣேࡾ࡜ࡦ㐪ࡿ࠸࡚ࡗ㸟 
 あなたは知ࡽない場ᡤへ⾜ࡃとき、ఱを手がかりにしࡲすか？  

 ——ձᆅᅗをぢる、ղ人にことࡤでㄝ᫂してもࡽう、ճ㐨でその㒔ᗘ人に⪺ࡃ、

մ同じ場ᡤに⾜きそうな人に௜いて⾜̿̿ࡃ➹者の場ྜ、大᢬ճかմですࠋあなた

はձかもしれࡲせんࠋࡡどんなㄝ᫂が理ゎしやすいかは人それࡒれ違っていࡲすࠋ

そうですࠋ授業も同じですࠋゝⴥでㄝ᫂してもࡽった方がわかる子、ᅗや⤮と一⥴

にㄝ᫂してもࡽった方がわかる子、඲体ീをࡥっと♧してもࡽった方がわかる子、

㡰␒を㏣ってㄝ᫂された方がわかる子、子ども㐩の学び方は一人ひとり違っていࡲ

すࠋ一⯡的な成⦼の子どもも、ඃ⚽な成⦼の子どももですࠋこれを㋃ࡲえて、第１

章にもグしたように、著者はユニバーサルデザインな授業を௨ୗのᵝに定⩏してい

 ࠋすࡲ

 

『ユニバーサルデザインな授業とは、す࡭ての子どもが「わかる」「できる」

ことを目指した授業であり、一人ひとりの学び方の違いにᛂじて、いろいろな

学び方が㑅࡭る授業であるࠋ（本᭩ 第１章 p.4）』 

 

 では、いろいろな学び方が㑅࡭る授業をどのように作っていったよいのでしࡻう

かࠋ 

 一つは、「学び方を学ぶ」授業をやってࡳることをお່めしࡲすࠋどのような学

び方があるのか、学⣭඲体の子ども㐩とඹ᭷しࡲすࠋこの授業を㏻じて、どんな学

び方がうࡃ⾜ࡃࡲのかをふりかえる࣓ࢱㄆ知の力を子ども㐩に育てることができࡲ

すし、自↛と教ᖌもᵝࠎな学び方をᛕ㢌においたユニバーサルデザインな授業を考

えࡽれるようになりࡲすࠋ 

た、もう一つは、子ども同ኈで学びྜう協同学習（cooperative learning）を活用ࡲ 

することをお່めしࡲすࠋユニバーサルなᨭ᥼のす࡭てを教ᖌ一人が用ពする必要

はありࡲせんࠋ子ども㐩の力を೉りるのですࠋこれについては、すでに第２章で具

体的にㄝ᫂しࡲしたので、そちࡽを参↷ࡔࡃさいࠋ 

 「学び方を学ぶ」授業と協同学習のどちࡽを先にやってもよいですࠋしかし、で

きれࡤ、どちࡽもᖺᗘᙜึかࡽ導ධし、「学び方を学ぶ」授業で学んࡔことをいわ

のが理ࡃ協同学習を活用した授業にも展開㸭ᛂ用してい、ࡃけでなࡔる一ᩧ指導ࡺ

᝿ですࠋ「学び方を学ぶ」授業も協同学習も、子ども自ࡽが学ぶこと、考えること、

活ືすることを重どしていࡲすので、自↛と୧者を⤌ྜࡳわせた授業࡙ࡃりができ

るでしࡻうࠋ 
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㸰㸬ࠕ�Ꮫࡧ᪉ࢆᏛࡪ ᤵࠖᴗ࡛ᢅ࠺㸶㸩㸱ࡢຊ� 㹼ࢳ࣐ࣝ�ࡹࡕࡁࡿࡸ࡜ࢨࣆ�ࡢ⬟▱

 㹼࢜ࣜࢺ
� ࡢ⬟▱ࢳ࣐ࣝࠊࡣᤵᴗ࡛ࠖࡪᏛࢆ᪉ࡧᏛࠕ 8 グࠕࠊὀពࠖࠕࠊẼࠖࡿࡸࠕ࡜ຊࡢࡘ

ࡢࠖ᠈ 3 ィࡢຊࡢࡘ 11  ࠋࡍࡲ࠸ᢅࡾྲྀ࡚࠸ࡘ࡟ຊࡢ
� ࠊࠖ⬟▱㛫ⓗ✵ࠕࠊࠖ⬟▱ㄽ⌮ᩘᏛⓗࠕࠊࠖ⬟▱ゝㄒⓗࠕࠊࡣࡢ࠺࠸࡜⬟▱ࢳ࣐ࣝ

≀༤ࠕࠊࠖ⬟▱ෆ┬ⓗࠕࠊࠖ⬟▱ᑐேⓗࠕࠊࠖ⬟▱㡢ᴦⓗࠕࠊࠖ⬟▱㌟య㐠ືⓗࠕ

ⓗ▱⬟ࠖࡢ 8 ⾲㸦࡛࡜ࡇࡢࡘ 3Ѹ1㸧ࢻ࣮ࣂ࣮ࣁࠊ኱Ꮫࡢᚰ⌮Ꮫ⪅ࢼࢻ࣮࣭࢞ࢻ࣮࣡ࣁ

࣮༤ኈࡀᥦၐࡍ࡛ࡢࡶࡓࡋ㸦Gardner, 1999㸧ࡢ⬟▱ࢳ࣐ࣝࡢࡇࠋཎㄒࡣ multiple 
intelligences ࢸ࣐ࣝࠊຊ⬟ࢳ࣐ࣝࠊ⬟▱ከඖⓗࠊከ㔜▱ᛶࠊ⬟▱ከ㔜ࠊࡣࢀࡇࠋࡍ࡛

࡚ࡗ࡜ࢆ㢌ᩥᏐࡢⱥㄒࡣ࠸ࡿ࠶ࠊࡾࡓࢀࡉヂ⩻࡜ࢫ࢙ࣥࢪࣜࢸࣥ࢖࣭ࣝࣉ࢕ MI グ࡜

 ࠋࡍ࡛࡜ࡇࡢࡢࡶࡌྠ࡚࡭ࡍࠊࡀࡍࡲ࠸࡚ࡋࡶࡾࡓࢀࡉ
� ࡃࡈࡓࡗ࠸࡜⬟▱ㄽ⌮ᩘᏛⓗࡸ⬟▱ゝㄒⓗࡣᰝ᳨⬟▱ࡢ࡛ࡲࢀࡇࠊࡣ࣮ࢼࢻ࣮࢞

୍㒊ࡢ⬟ຊ࠿ࡋ ᐃࠊࡎࡽ࠾࡚ࡋே㛫ࡃ⊂ࢆ⬟▱ࡢᤊࡍࡲ࠸࡚࠼⪄࡜ࡿ࠸࡚ࡂࡍ࠼

㸦Gardner, 1993; 1999㸧ࠊࡣ࣮ࢼࢻ࣮࢞ࠋcapacity(⬟ຊ)ࡸ skill(ᢏ⬟)ࡢ࡝࡞ᚰ⌮Ꮫ⏝

ㄒ࡛࡚࠼࠶ࠊࡃ࡞ࡣ Intelligences㸦▱⬟㸧ࢆ౑ࡢ⬟▱ࠊ࠸ᴫᛕࢆᣑࡓࡋࡲࡋ࡜࠺ࡼࡆ

㸦Gardner, 1993; 1999㸧ࡢ࣮ࢼࢻ࣮࢞ࠊ࡚ࡗࡀࡓࡋࠋពࢆỮࠊ࡜ࡴᏛ⾡ⓗࡣ࡟

Intelligences Ꮫࢆ᪉ࡧᏛࠕࠊࡔࡓࠋࡍࡲࢀࡽ࠼⪄࡜ࡿ࠶㐺ᙜ࡛ࡀࡢࡿࡍヂ⩻࡜⬟▱ࢆ

ࡣゝⴥ࠺࠸࡜ࠖ⬟▱ࠕࡣ࡟ࡶ࡝ᏊࡢᑠᏛᰯపᏛᖺ࡟≉ࠊࡕࡓࡶ࡝Ꮚࠊࡣᤵᴗ࡛ࠖࡪ

㞴ࡢࢳ࣐ࣝࠕࠊࡽ࠿ุ᩿࠺࠸࡜࠺ࢁࡔ࠸ࡋຊࠖࡢࢨࣆࢳ࣐ࣝࠕࠊຊ࡚ࠖࡗ࠸࡜࡝࡞

ㄝ᫂ࠋࡍࡲࡋ 
� ᅗࠊࡓࡲ 3�1 ࠺ᤵᴗ࡛ᢅࠖࡪᏛࢆ᪉ࡧᏛࠕࠗ࡟ 8㸩3㸻11 ࣆ(ࡢ⬟▱)ࢳ࣐ࣝຊ㹼ࡢ
ᑓ㛛ᐙࡢᏛ⩦㞀ᐖࠊࡣࢨࣆࡢ⬟▱ࢳ࣐ࣝࠋࡓࡋࡲࡋ♧ࢆ㹼࠘࢜ࣜࢺࡹࡕࡁࡿࡸ࡜ ࢨ

ࢼࢻ࣮࢞ࠊ࡛ࡢࡶࡓࡋ᱌⪄ࡀࢢࣥࣟࢺࢫ࣒࣮࢔࣭ࢫ࣐࣮ࢺࡿ࠶ࡢᩍᖌ⤒㦂ࠊࡾ࠶࡛

ࡓࡋᥦၐࡀ࣮ 8 ࠖࡃࡀࢇ࠾ࠕࠖࡔࡽ࠿ࠕࠖ࠼ࠕࠖࡎ࠿ࠕࠖࡤ࡜ࡇࠕࢆ⬟▱ࢳ࣐ࣝࡢࡘ

ኚ࡬⌧⾲࡞ᖹ᫆࠸ࡍࡸࡋゎ⌮ࡶ࡟ࡕࡓࡶ࡝Ꮚ࠺࠸࡜ࠖࢇࡐࡋࠕࠖࢇࡪࡌࠕࠖ࡜ࡦࠕ

ᤵᴗ࡟ᐇ㝿ࠊ࡟ࡽࡉࠋ㸦Armstrong, T., 2000㸧ࡍ࡛ࡢࡶࡓࡋ⨨㓄࡟ᙧࡢࢨࣆࡓࡲࠊ࠼

─࠾࡚ࡋ࡜ᚩ㇟ࡢẼࠖࡿࡸࠕࠊ࡛࢔ࢹ࢖࢔ࡢ⏕ᮡᮧᚨᏊඛ࡜⏕ᾆ┿Ꮚඛ୕ࡓࡗ⾜ࢆ

ࡲ࠼ຍࡅ௜ࢆࣇ࢖ࢼ࡚ࡋ࡜ᚩ㇟ࡢὀពࠖࠕࠊࢆࢡ࣮࢛ࣇ࡚ࡋ࡜ᚩ㇟ࡢࠖ᠈グࠕࠊࢆ

 ࠋࡓࡋ
㻌
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 ⬟▱ࡢࡘ㸶ࡿࡼ࡟ㄽ㸦Gardner, 1999㸧⌮⬟▱ࢳ࣐ࣝ

㹙Gardner, (1999)࡜ Armstrong(2000)ࢆཧ⪃࡟ᾛ஭(2011)ࡀసᡂ㹛 

Gardner (1999) に䜘

るศ㢮 

ᕥに対ᛂする 

䝬ルチ䝢䝄 

（ᅗ3-1）での࿧⛠

ྛ▱能のㄝ᫂ 

 ゝㄒ的▱能 こと䜀 

 ヰしゝⴥや᭩きゝⴥをຠᯝ的に使いこなす力ࠋㄝᚓ

力やゝⴥを使ってぬえたグ᠈力などࠋ 

 

 ㄽ理・数学的▱能 か䛪 

 ᩘᏐを᭷ຠに使えたり、ఱかを᫂ᛌにㄽドしたりで

きる力ࠋ分㢮、㢮᥎、ண 、௬ㄝの᳨ドができるなどࠋ 

 

 ✵間的▱能 䛘 

 どぬ的・✵㛫的に≀஦をᤊえたり、どぬ的・✵㛫的

なㄆ㆑を自由に㌿᥮したりできる力ࠋ⤮、Ⰽ、⥺、ᙧ、

㊥㞳にᩄឤに཯ᛂできたり、イ࣓ーࢪできたりする力

などࠋ 

 

 㡢ᴦ的▱能 お䜣が䛟 

 ከᵝな㡢ᴦの✀㢮をㄆ㆑したり、㆑別したり、作᭤

したり、ఱかを㡢ᴦで⾲⌧（₇ዌ）したりできる力な

どࠋ 

 

 ㌟య・㐠動的▱能 から䛰 

 ≀஦を自分の体で⾲⌧したり、ものを自分の手で作

ったり、作り᭰えたりする力ࠋ協ㄪື作やバランス、

手先のჾ用さ、㌟体的なᙉさやᰂ㌾さ、ƫ ᩄさなどを

 ࠋࡴྵ

 

 対人的▱能 䜂と 

 ௚人のឤ᝟やࣔチ࣋ーションをぢ分ける力ࠋ人㛫㛵

ಀにおけるᵝࠎなྜᅗをㄞྲྀࡳれる力などࠋ 

 

 ෆ┬的▱能 䛨䜆䜣 

 自分の㛗ᡤや▷ᡤをṇ☜にᢕᥱし、Ẽᛶや㢪い、目

ᶆ、ື ᶵ࡙けなどの自ぬができる力ࡲࠋた自分自㌟を

ᚊしたり、大切にしたりする力などࠋ 

 

 ༤≀的▱能 し䛬䜣 

 さࡲࡊࡲな✀㢮の᳜≀やື≀をㄆ㆑したり、分㢮し

たりできる力ࠋ自↛⌧㇟へのᩄឤさや、いろいろな↓

生≀の≀㉁の違いを༊別できる力などࠋ 

⾲㸱�㸯
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ᅗ㸱Ѹ ࡿࡸ࡜ࢨࣆ(ࡢ⬟▱)ࢳ࣐ࣝຊ 㹼ࡢ㸶㸩㸱࠺ᤵᴗ࡛ᢅࠖࡪᏛࢆ᪉ࡧᏛࠕ 

ࡢࡶࡓࡋᚩ໬㇟ࢆὀពࡣࣇ࢖ࢼࠊ᠈グࡣࢡ࣮࢛ࣇࠊẼࡿࡸࡣ─࠾㹼͒㸦ὀ㸸࢜ࣜࢺࡹࡕࡁ

 㸧͒㹙ᩍᮦసᡂ㸸୕ᾆ┿Ꮚ࣭ᮡᮧᚨᏊ㹛ࠋࡿ࠶࡛

  

 

 マルチ知能について子どもに理ゎさせる㝿には、ḟの஧Ⅼをおさえておきࡲしࡻ

うࠋձマルチ知能の 8 つは、例えࡤこのㄢ㢟のときは、「ことࡤ（ゝㄒ的知能）」

を使うという一ᑐ一の㛵ಀではなࡃ、人㛫はたいてい」ᩘの力を活用しており、ࡲ

たその方が学習の理ゎと定╔が㐍ࡴということ、ղマルチ知能のピザの「ことࡤ（ゝ

ㄒ的知能）」はᅜㄒ、「体をつかう（㌟体・㐠ື的知能）」は体育、「かず（ㄽ理・

ᩘ学的知能）」は⟬ᩘなどと、マルチ知能の力が教科にᑐᛂしているという理ゎは

㛫違いであり、ᵝࠎなマルチ知能を活用できるし、しているということですࠋ例え

か、ཱྀをືかすという「体をつかう」力࡯の力の「ࡤこと」、ᅜㄒの⩌ㄞでは、ࡤ

や、཭ࡔちとࢱイミングをྜわせるという「人」の力も使っていࡲすࠋ子ども㐩に

᭱ึにマルチ知能についてㄝ᫂するときはಶࠎの力とあるㄢ㢟をᑐᛂさせてㄝ᫂し

てもよいですが、あるㄢ㢟とあるマルチ知能の力が一ᑐ一ᑐᛂしているとㄗゎしな

いようẼをつけてୗさいࠋあるㄢ㢟とあるマルチ知能の力を一ᑐ一ᑐᛂさせるので

はなࡃ、」ᩘの力が使われていることを๓ᥦに、このㄢ㢟では自分はどんな力を使

ってຮᙉしたか、ふりかえりさせることが重要ですࠋ 

 「学び方を学ぶ」授業では、マルチ知能の 8 つの力の௚に、さࡽに、発㐩障害の

㸯
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ࢃྜࢆຊࡢࡘ୕ࡢࡇὀពࠖ㸦ࠕࠖ᠈グࠕẼࠖࡿࡸࠕࡿ࠸࡚ࡋ࡜ⱞᡭࡀ㐩ࡶ࡝Ꮚࡿ࠶

ᅗࠋࡍࡲ࠸ᢅࡾྲྀࡶ࡚࠸ࡘ࡟㸧ࠋࡿࡍ࡜ࠖ࢜ࣜࢺࡹࡕࡁࡿࡸࠕࢆ⛠ྡࡓࡏ 3Ѹ1 ࠶࡟

ࡸࠕࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋ⾲ࢆὀពࠖࠕࡣࣇ࢖ࢼࠊࠖ᠈グࠕࡣࢡ࣮࢛ࣇࠊẼࠖࡿࡸࠕࡣ─࠾ࡿ

ࡢ⬟▱ࢳ࣐ࣝࡓࢀඃࡽࡃ࠸ࠋࡍ࡛ࡢࡶࡿ࡞࡜ᅵྎࡿࢀࡃ࡚ࡋ࠼ୗᨭࢆࡧᏛࡣẼࠖࡿ

ຊࢆᣢࡿࡸࠕࠊࡶ࡚࠸࡚ࡗẼࠖࡤࢀࡅ࡞ࡀᏛࡪẼࠊࡎࢀ࡞࡟Ꮫ⩦ࡣ㐍ࡇࠋࢇࡏࡲࡳ

ࠊࡓࡲࠋࡓࡋࡲࡋ⾲࡛ࢪ࣮࣓࢖ࡢ─࠾ࡿ࠼ᨭࠊࡵṆࡅཷ࡜ࡾ࠿ࡗࡋࢆࢨࣆࢆ࡜ࡇࡢ

࢖ࢼࠊࡾ࠶࡛࡜ࡇࡢຊࡿࡍ┠ὀࠊࡋฟࡾษࢆࡢࡶ࡞㔜せࡸࡢࡶ࡞ᚲせࡣ࡜ὀពࠖࠕ

ࠊࡳ㎸ࡾྲྀࢆෆᐜࡓࡋ⩦Ꮫࠊࡣࠖ᠈グࠕࠊࡓࡲࠋࡓࡋࡲࡏࢃྜࡡ㔜ࢆࢪ࣮࣓࢖ࡢࣇ

࣓࢖࠺࠸࡜ࡴ㎸ࡾྲྀࡕࢃ࡞ࡍࠊࡿ࡭㣗ࢆ࡜ࡇࡔࢇᏛ࡛ࢡ࣮࢛ࣇࠊ࡛࡜ࡇࡢຊࡿ࠼᠈

ࡿࡸࠕࡶ࡛⏕ᑠᏛᰯ୍ᖺࠊࡾࡼ࡟໬ࢪ࣮࣓࢖࡞࠺ࡼࡢࡇࠋࡓࡋࡲࡏࢃྜࡡ㔜ࢆࢪ࣮

Ẽࠖࠕグ᠈㸦Ꮚ࡜͇ࡿ࠼ࡰ࠾͆ࡣࡓࡲ͇ࡿࢀ࠸ࡾ࡜͆ࡣ࡟ࡶ࡝ఏࡿ࠼㸧ࠖࠕὀពࠖ

 ࠋࡍࡲࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡏࡉゎ⌮ࢆᴫᛕ࠺࠸࡜
� ࠊࠗࡣ࡟㐩ࡶ࡝Ꮚࠊࡓࡲ 8 ࡁ࡜ࡿ࠸࡚ࡋࢆ⩦Ꮫࡿ࠶ࠊࡣࢀࡒࢀࡑࡢ⬟▱ࢳ࣐ࣝࡢࡘ

ὀពࠖࠕࠊࠖ᠈グࠕࠊẼࠖࡿࡸࠕࠊࡶ࡝ࢀࡅࡿ࠶ࡶຊ࠸࡞ࢃ౑ࠊࡤࢀ࠶ࡶຊ࠺౑࡟

 ࠋࡍࡲࡋㄝ᫂࡜࠘ࡍຊ࡛࠺౑ࡶࡘ࠸ࡶ࡟᫬ࡢ⩦Ꮫ࡞ࢇ࡝ࡣ
� ࡿ࠶ࡶ࡛⩦Ꮫࡿࡍゎ⌮ࠊࡿ▱࡚࠸ࡘ࡟ㄆ▱≉ᛶࡢศ⮬ࠊࡣᤵᴗࠖࡪᏛࢆ᪉ࡧᏛࠕ

࡚ࡗ࡞࡜ෆᐜࡿࡀ࡞ࡘࡶ࡟㞀ᐖ⌮ゎࠊᕫ⌮ゎ⮬ࡢࡕࡓࡶ࡝Ꮚࡿ࠶ࡢⓎ㐩㞀ᐖࠊ࡛ࡢ

Ꮫࢆ᪉ࡧᏛࠊࡶ࡚࠸࠾࡟⫱ᩍࡢࡕࡓࡶ࡝Ꮚࡢ඾ᆺⓗⓎ㐩࠸࡞ࡢ㞀ᐖࠊ᪉୍ࠋࡍࡲ࠸

 ;Oliverio, 2001)ࡍࡲ࠸࡚ࢀࡉ㔜せど࡟㏆ᖺᅜ㝿ⓗࠊࡣ(learn how to learn)࡜ࡇࡪ
Education Council, 2006)ࠋ௒ᚋࠊ᪥ᮏࡢ㏻ᖖᩍ⫱ࡶ࡚࠸࠾࡟ὀ┠ࡋ࡛࡜ࡇࡃ࠸࡚ࢀࡉ

 ࠋ࠺ࡻ
 
㸱㸬�� ᤵᴗᯟࡢタᐃ࡚࠸ࡘ࡟ 
� ▱࡚࠸ࡘ࡟⬟▱ࢳ࣐ࣝձࠋࡍ࡛ࡾ㏻ࡢḟࡣෆᐜ࡞࠿ࡲ኱ࡢᤵᴗࠖࡪᏛࢆ᪉ࡧᏛࠕ

ࡢ᠈մグࠊࡿ▱ࢆ⟇ᑐฎ࡜ࢶࢥࡢẼࡿࡸճࠊࡿ▱࡚࠸ࡘ࡟࢜ࣜࢺࡹࡕࡁࡿࡸղࠊࡿ

୰࡛ά⏝࣭ᛂࡢά⏕ࡸնᤵᴗࠊࡿ▱ࢆ⟇ᑐฎ࡜ࢶࢥࡢյὀពࠊࡿ▱ࢆ⟇ᑐฎ࡜ࢶࢥ

 ࠋࡿࡍ⏝
� ࡟ᰂ㌾࡚ࡏࢃྜ࡟Ꮫ⩦ෆᐜࡢ⛉ᩍࡸἣ≦ࡢᏛ⣭ࠊࡣ࠿ࡿࡍ㡰␒࡛ᐇ᪋ࡢ࡝ࢆࢀ࡝

ࡓࡋ๓ᥖࠊࡽ࠿࡚ࡋࢆάື࡞య㦂ⓗࠊࡎࡲࠊࡣሙྜࡢపᏛᖺࠋ࠺ࡻࡋ࡛࠸ࡼ࡚࠼⪄

ᅗ 3Ѹ1 ሙྜࡢ㧗Ꮫᖺࠊࡋ࠺ࡻࡋ࡛ࡴ㐍ࡀゎ⌮ࡀ᪉ࡿࡍࢆヰ࡞ㄽⓗ⌮࡚ࡗ࠿ࡘࢆຊࡢ

ࡕ࠺ࡢᏛᮇ୍ࡤࢀࡁ࡛ࠊࡋࡔࡓࠋࢇࡏࡲࢀࡋࡶ࠿࠸ࡼࡶ࡚ࡋ࡟ඛࢆヰ࡞ㄽⓗ⌮ࠊࡣ

ࡢࢨࣆ(ࡢ⬟▱)ࢳ࣐ࣝࠊ࡟ 8 ࡢ࢜ࣜࢺࡹࡕࡁࡿࡸ࡜ຊࡢࡘ 3 ࡕࡓ⚾ࠊ࡚ࡗ౑ࢆຊࡢࡘ

࡛࠸ࡼ࡜ࡃ࠾࡚ࡋ࡟࠺ࡼࡿࡁᏛ⣭඲య࡛ඹ᭷࡛ࢆ࡜ࡇ࠺࠸࡜ࡔࢇࡿ࠸࡚ࡋ⩦Ꮫࡣ

ࢆᤵᴗࠖࡪᏛࢆ᪉ࡧᏛࠕ࡚ࡗ౑ࢆ➼᫬㛫ࡢᏛ⣭άືࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟タᐃࡢᤵᴗᯟࠋࡍ

ࠊ࡚ࡏࡉ㛵㐃࡜Ꮫ⩦ෆᐜࡢᤵᴗࠊ࡟ࡎࡏࢆ᫬㛫タᐃ࡟ู≉ࠊࡓࡲࠋࡍ࡛࠸Ⰻࡶ࡚ࡗ⾜

ࡿࡁ࡛ࡶ࡜ࡇ࠺ᢅࡾ୰࡛ྲྀࡢ᫬㛫ࡢ⛉㒔ᗘྛᩍࡢࡑࠊ࡚ࡗࡼ࡟➼ᙧᘧࣥࢫࢵࣞࢽ࣑

➨㸦࠺ࡻࡋ࡛ 4 ❶ཧ↷㸧ࠋ 
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㸲㸬  ලయⓗ࡞ᤵᴗ౛࡜ᩍ⛉Ꮫ⩦ࡢ࡬ᒎ㛤 
 子ども㐩にマルチ知能について知ってもࡽうことを目的とした授業では、㡢ㄞ、

ィ⟬、体᧯、リࢬムᡴち、ḷをḷう、࢔࣌活ື、などを実㝿に子ども㐩に体㦂させ、

できたものやᴦしかったことにۑをしていき、マルチ知能の理ゎを῝めるという方

法もありࡲすࡔࠋれもができるような活ືを㑅び、͆自分にも能力がある͇とᛮえ

るようなものであることが大切ですࠋなࡐなࡽ、「マルチ知能」の理ㄽは、ᚓពや

୙ᚓពを↔Ⅼ໬させるのではなࡃ、子ども㐩のྍ能ᛶをᘬきฟすことをࡽࡡいとし

ているかࡽですࠋ 

きかを知ることが大切、大࡭についての授業では、ఱにὀពすࢶࢥた、ὀពのࡲ 

஦なものはኴ⥺、Ⰽ࣌ン、ᅖࡳ、ୗ⥺をᘬいた箇ᡤにある、␒ྕを᣺るとぢやすい

➼について、例えࡤ、⣬Ⱚᒃを使ったクイࢬᙧᘧで学びࡲす（ᅗ 3Ѹ2）ࠋᕳᮎの㈨ᩱ

にὀពのࢶࢥについての授業グ㘓がᥖ㍕されていࡲすࠋこちࡽも参↷してࡔࡃさいࠋ 

 

  

 

ᅗ  ⣬Ⱚᒃ㸦ᢤ⢋㸧ࡢᤵᴗࡢὀពࠖࠕ

 

 

 

 

㸱�㸰

2222 23



 

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �  

ḟࠊ࡟ᩍ⛉Ꮫ⩦ࡢ࡬ᒎ㛤౛ࢆᣲࠋࡍࡲࡆ௨ୗࠕࡣㄞࡢࠖࡳᏛ⩦ࡢ౛࡛ࡍ㹙ୗ

グ⟠᮲᭩ࡢࡁ㸦� 㸧ෆ࡟ᑐᛂࡿࡍຊࢆグࡓࡋࡲࡋ㹛ࠋ 
 
࣭�⩌ㄞࠋࡿࡍࢆ㸦ࠕయࠕࠖ࠺࠿ࡘࢆேࠖ㸧 
࣭�ㄞࡓࡗྲྀࡳෆᐜࠋࡿࡍࣥࣙࢩࢵ࢝ࢫ࢕ࢹ࡚࠸ࡘ࡟㸦ࠕࠖࡤ࡜ࡇࠕேࠖ㸧 
ࣉ࣮ࣝࢢࠊࠖ࠺࠿ࡘࢆయࠕࠖࡤ࡜ࡇࠕ㸦ࠋࡿࡃࡘࢆࢫࣥࢲࡸ๻࡟࡜ࡶࢆヰ࠾�࣭

 ேࠖ㸧ࠕࡤࡽ࡞࠺⾜࡛
࣭�ㄞࠋྠࡿࡍ࡟⤮ࡸࢺࢫࣛ࢖ࢆ࡜ࡇࡓࡗྲྀࡳ 㸦⤮㸧ࠖ࠼ࠕ㸦ࠋࡿほࢆ⏬ᫎࡢసရࡌ 㸧 
࣭�స⪅ࡢᕤኵࢆศᯒࠋࡿࡍ⌮ᩚࠊࡋ㸦ࠖࡎ࠿ࠕ㸧 
࣭�ᮁㄞ࡟ BGM  㸧ࠖࡃࡀࢇ࠾ࠕ㸦ࠋࡿࡳ࡚ࡅࡘࢆ
࣭�Ꮫ⩦ࡢ┠ᶆࠋ࠺⾜ࢆࡾ࠼࠿ࡾࡩࠊ࡚❧ࢆ㸦ࠖࢇࡪࡌࠕ㸧 
࣭�⮬ศࡢዲ࡞ࡁⱁ⬟ே࠺࡝ࡽࡓࡗࡔᛮࡿ࠼⪄࠿࠺㸦ࡿࡸࠕẼࠖ㸧 
࣭�㔜せ஦㡯ࡢぬ࠼᪉ࡿࡏࡉ࠼⪄ࢆ㸦ࠕグ᠈ࠖ㸧 
࣭�኱஦࡞ⅬࢆⰍ࡛ࣥ࣌᭩ࠋࡃ㸦ࠕὀពࠖ㸧 

 
� ᐇ㝿ࠕ࡟Ꮫࡧ᪉ࢆᏛࠖࡪᤵᴗࡓࡗ⾜ࢆඛ⏕᪉ࠊࡣࡽ࠿ḟࢆࢺ࣓ࣥࢥ࡞࠺ࡼࡢ㡬ࡁ

 ࠋࡓࡋࡲ
 

㸨�ὀពࡢᏛ⩦࡛Ꮫࠊࡣ࡜ࡇࡔࢇ௚ࡢᤵᴗ࡛ࢆࢺ࣮ࣀ᭩ࡸࡁ࡜ࡃ᪂⪺࡙

  ࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡍ࠿ά࡛ࡾࡃ
㸨�㢌ࡢᅇ㌿࠸㏿ࡢᏊࠊᡂ⦼ࡢⰋ࠸Ꮚࡣᐇࡣேࡽ࠿ゝࠊࡶ࡚ࡃ࡞ࢀࢃ⮬

ศ࡛Ꮫࡧ᪉࡟ࡕ࠺ࡢࡎࡽ▱ࡎࡽ▱ࢆᕤኵࠕࠋ࠺ࢁࡔࡢࡿ࠸࡚ࡋᏛࡧ
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Ꮚ࡟ࡶ࡝㝈ࠊࡎࡽ௚ࡢᏊࡶ࡚ࡗ࡜࡟ࡕࡓࡶ࡝ព⩏ࡀ኱ࠋ࠸ࡁ  
㸨ࠕ�Ꮫࡧ᪉ࢆᏛࠖࡪᤵᴗࠊ࡛࡜ࡇࡿࡍࢆ௚ࡢᤵᴗࡶ࡚࠸࠾࡟ᩍᖌ⮬㌟

ࡼ࠸࡞ࡽ೫࡟ㄽ⌮࣭ᩘᏛⓗ▱⬟㸧ࠊ⬟▱ゝㄒⓗ࡟≉㸦⬟▱ࡢ㒊୍ࡀ

  ࠋࡓࡗ࡞࡟࠺ࡼࡿࡍ࡟Ẽࢆෆᐜࡢᤵᴗ࠺
㸨ࠕ�Ꮫࡧ᪉ࢆᏛࠖࡪᤵᴗࠊ࡛࡜ࡇࡓࡗ⾜ࢆᏊ୍ࡀࡕࡓࡶ࡝ே୍ேࡢ㐪
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 ࠋࡓࡗ࡞ࡃࡍࡸࡾࡸࡀ
 

� ࠊࢆࡾࡃᤵᴗ࡙ࡓࡋ⏝άࢆຊࡢࠖࡹࡕࡁࡿࡸࠕࡸ⬟▱ࢳ࣐ࣝ࡞ࢁ࠸ࢁ࠸ࡅࡔࡿࡁ࡛

᫝㠀࡚ࡳ࡚࠼⪄ࡶࡓ࡞࠶ࠊୗࠋ࠸ࡉ 
 
㸳㸬�ู࠙෉ࠕࠚᏛࡧ᪉ࢆᏛࢺࢫ࢟ࢸࠖࡪ㸺ヨస∧㸼ࡢ౑࠸᪉ 
� ู෉ࠕࡢᏛࡧ᪉ࢆᏛࢺࢫ࢟ࢸࠖࡪ㸺ヨస∧㸼࡛ࠊࡣᑠᏛᰯపᏛᖺ࠾ࡢᏊࡶ࡛ࢇࡉ

౑ࡢ࡚࡭ࡍࠊ࠺ࡼࡿ࠼₎Ꮠࡣ❶ᩥࡃ⥆ࡀ࡞ࡀࡽࡦࡓࡲࠊࡾࡩࢆ࡞ࡀࡾࡩ࡟ศࡕ࠿᭩
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୍࡜኱ேࠋࡍࡲࡾ࠶࡚ࢀ࠸ࢆࡢࡶ࡞࠺ࡑࡵ⤌ࡾྲྀࡶᑠᏛᰯపᏛᖺ࡛ࠊࡶ࡟ㄢ㢟ࠖݜ

⏕୰ᏛࡓࡲࠊᑠᏛᰯ୰㧗Ꮫᖺࡽ࡞ࡴே࡛ㄞ୍ࠊࡽ࠿ᑠᏛᰯపᏛᖺࡽ࡞ࡴ⤌ࡾྲྀ࡟⥴

 ࠋࡓࡋࡲࡋసᡂ࡚࠼⪄࡜࡟࠺ࡼࡿࡁ࡛⏝άࡶ࡟
ࠋࢇࡏࡲࢀࡋࡶ࠿ࡿ࠶ࡀࡋᅇ࠸ゝࡸゝⴥ࠸ࡋ㞴ࡣ࡚ࡗࡼ࡟ࢪ࣮࣌ࠊࡽࡀ࡞ࡋ࠿ࡋ

 ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋࢪࣥࣞ࢔ࢆㄢ㢟ࠊࡾࡓ࠼᥮࠸ゝࢆゝⴥࠊ࡚ࡏࢃྜ࡟ࢇࡉᏊ࠾
� ࡟άሙ㠃⏕ࡸᏛᰯሙ㠃ࠊ᫝㠀ࠊ࡟ࡵࡓࡿࡍ࡜ຊ࡞࠿☜ࢆ࡜ࡇࡔࢇᮏ᭩࡛Ꮫࠊࡓࡲ

 ࠋࡍࡲ࠸ᛮ࡜ࡤࢀࡅࡔࡓ࠸࡚࠼⪄࡚ࡋᕤኵࢆᛂ⏝ၥ㢟ࠖࠕࡓࡏࢃ࠶
� ᤵᴗࡳ⤌ࡢ❧࡚᪉ࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟ᮏ❶ࡧࡼ࠾➨ 4  ࠋ࠸ࡉୗ࡚ࡋ࡟⪄ཧࢆᐇ㊶౛ࡢ❶
 
 
ᩥ⊩� �
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ຊ, ᑠᏛ㤋. 
2) Education Council (2006) Recommendation of the European Parliament and the Council 
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4) Gardner, H. (1999) Intelligence reframed. New York: Basic Books. 㹙ᯇᮧ ᬸ㝯ヂ(2001) 
ࠗMI:ಶᛶࡍ࠿⏕ࢆከ㔜▱⬟ࡢ⌮ㄽ࠘᪂᭙♫. 㹛 
5) Oliverio, A. (2001) L'arte di imparare. BUR Biblioteca Univ. Rizzoli. 㹙ᕝᮏⱥ᫂ヂ 
 ᢏ⾡࠘๰ඖ♫.㹛ࡪᏛࡿࡼ࡟ࢳ࣮ࣟࣉ࢔ㄆ▱ⓗࢱ࣓ࠗ (2005)
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ゝ࠸᥮ࡽ⪅➹ࠋࡍࡲࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿ࠼

ศ⮬࡚ࡋᏳᚰࠊࡣᤵᴗ࡞࠺ࡼࡢࡇࡣ

ࢆ࠸㐪࡚ࡋࡑࠊࢫࣛࢡࡿࡁⓎ᥹࡛ࢆ

ㄆࠊ࠸ྜࡵ⮬ᕫຠຊឤࣛࢡࡿ࡚⫱ࢆ

㊶ᐇࠊ࠼⪄࡜ࡃ࠸࡚ࡗࡀ࡞ࡘ࡜࡬ࢫ

Ꮫࠕ↷㸦ྑᅗཧࡓࡋࡲࡁ࡚ࡗ⾜ࢆ✲◊

༠ྠࡓࡋ࡟┙ᇶࢆᤵᴗࠖࡪᏛࢆ᪉ࡧ

Ꮫ⩦࡞ࣥ࢖ࢨࢹࣝࢧ࣮ࣂࢽࣘ࡜ᤵᴗ

 ࠋ㸧ࡍࡲࡾ࠶࡚ࡋ♧ࢆ㛵ಀࡢ࡜
� Ꮫࢆ᪉ࡧᏛࠕࠊࡣ࡛❶ᮏࠊ࡛ࡇࡑ

ࡢ⩦༠ྠᏛࢆ࡜ࡇࡔࢇᤵᴗ࡛Ꮫࠖࡪ

୰࡛άࢆ࡜ࡇࡍ࠿┠ᣦࡓࡋᐇ㊶౛

ᐇ㊶౛ࡢᤵᴗࠖࡪᏛࢆ᪉ࡧᏛࠕࠊࡸ

 ࠋࡍࡲࡋ௓⤂ࡈࢆ

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

ᅗ㸸ࠕᏛࡧ᪉ࢆᏛࡪ ᤵࠖᴗࢆᇶ┙ࡋ࡟

ࣥ࢖ࢨࢹࣝࢧ࣮ࣂࢽࣘ࡜⩦༠ྠᏛࡓ

࡟ࡵࡌࡣࠕ㛵ಀ㸦ࡢ࡜ᤵᴗ࡞ ෌ࡾࠖࡼ

ᥖ㸧�
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ᐇ㊶㸯㸧ࣥࢫࢵࣞࢽ࣑ᙧᘧࠕࡢᏛࡧ᪉ࢆᏛࡪᤵᴗࠖ࡜₎ᏐࠗࡢᏛ࠘࠸ྜࡧ 

 

⏣୰༤ྖ࣭ᾛ஭ᜨ 

 

  㸦㸯㸧ᤵᴗࡢᴫせ 

 ᑠ学 3 ᖺ生のクラスにおいて、「学び方を学ぶ授業」をミニレࢵスンᙧᘧにして

協同学習と⤌ྜࡳわせた実践を、₎Ꮠ学習を㢟ᮦに⾜いࡲしたࠋ 

 この実践では、一᫬㛫の授業スࣗࢪࢣールをḟのように設定し、ཎ๎ẖᅇ同じス

ールとは、᭱ึのࣗࢪࢣその授業スࠋしたࡲールで₎Ꮠ学習を㐍めࣗࢪࢣ 15 分࡯ど

をとって「ミニレࢵスン」と⛠して「学び方を学ぶ」授業を⾜い、そのᚋ₎Ꮠにつ

いての協同学習（本実践では『学びྜい』の手法により⾜いࡲした）、₎Ꮠテスト、

᭱ᚋに、本᫬の「学び方」をふりかえりḟ᫬の「学び方」を考えるふりかえりを⾜

うというものでした（ᅗ 4Ѹ1）ࠋཎ๎ẖᅇ同じスࣗࢪࢣールにしたのは、子どもたち

にぢ㏻しを௜けやすࡃさせるためですࠋさࡽに、子どもたちにぢ㏻しがつࡃように、

ミニ㯮ᯈに授業のスࣗࢪࢣールをいつもᥖ♧しࡲした（෗┿ 4Ѹ1）ࠋ 

  

 

ᅗ㸲Ѹ㸯 ᤵᴗ࣮ࣝࣗࢪࢣࢫࡢ 
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䐟  

 

෗┿䠐-１ 実㝿に㯮ᯈにᥖ♧したス䜿䝆䝳ール 

  

 ミニレࢵスンでは、₎Ꮠの᠈え方にはどんな方法があるかクラスでฟしྜったᚋ、

それをマルチ知能のピザ㹙Armstrong(2000)を参考にして作成㹛かࡽマインࢻマࢵプ

≧にᯞをఙࡤし、ᅗ♧することもやりࡲしたࠋẖᅇẖᅇのミニレࢵスンで学んࡔこ

とを㺂ᑡしずつ᭩き㊊していき、᭱⤊的にᅗ 4-2 のようになりࡲしたࠋ 

  

 

 

ᅗ㸲Ѹ㸰 ࡛ࣥࢫࢵࣞࢽ࣑᭩ࡁ㊊ࣉࢵ࣐ࢻࣥ࢖࣐ࡢࢨࣆࢳ࣐ࣝࡓࡗ࠸࡚ࡋ∧ 

 ࠥࡵ࡜ࡲࡢ࡜ࡇࡔࢇᏛ࡛ࠖࡪᏛࢆ᪉ࡧᏛࠕࠥ
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%㸦ࠋࡍ࡛࠸ࡋ࡯࡚ࡗࡸ࡚ࡗࡶࢆ㌟㸦⮬ಙ㸧⮬ࠊࡃࡋᴦࡶே࡞ⱞᡭ࡚ࡗ

ྩ㸧�

ͤ�ὀ㸸ᩥ୰ࡢ㸦� 㸧ෆࡣⴭ⪅ࡀຍ➹ࠋࡢࡶࡓࡋ�
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� ₎ᏐᏛ⩦ࡣ㸯ᖺ㛫⥅⥆ࡢࡑࠋࡓࡋࡲ࠸⾜࡚ࡋ₎ᏐᏛ⩦ࠗ࡜⬟▱ࢳ࣐ࣝ࡟Ꮫ࠘࠸ྜࡧ

Ꮫ࡚ࡋ⥆⥅ࢆ࠘࠸ྜࡧᏛࠗࡸ⬟▱ࢳ࣐ࣝࠊ࡛ࡆ࠿࠾ࡓࡋࢆ⩦Ꮫࡽࡀ࡞ࡏࡽࢃ࠿࠿ࢆ

࡟௚⪅⌮ゎࠊᕫ⌮ゎ⮬ࠊࡣ࡜ࡇࡿ▱࡚࠸ࡘ࡟⬟▱ࢳ࣐ࣝࠋࡓࡋࡲࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ⩦

࡬ேࠊࣝ࢟ࢫࣝࣕࢩ࣮ࢯࠊ࡚ࡗࡼ࡟࠘࠸ྜࡧᏛࠗࠊࡓࡲࠋࡍࡲࢀࡽ࠼⪄࡜ࡿࡀ࡞ࡘ

ࡿࡍ㊶ᐇ࡚ࡋ⥆⥅ࢆࡘ஧ࡢࡇࠋࡓࡋࡲࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡴ⫱ࢆ࡝࡞༠ྠព㆑ࠊࡾࡸ࠸ᛮࡢ

ࡲ࠸ᛮ࡜ࡓࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ࠺ᇵࢆጼໃࡸຊ࡞࠺ࡼࡢࡇࡶ࡟Ꮠ௨እ₍ࠊ࡛ࡢࡓࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ

 ࠋࡍ
₎ᏐᏛ⩦ࠊࡣᏊࡀ࡜ࡇࡿࢀࢃ᎘ࡽ࠿ࡕࡓࡶ࡝ከ࡜ࡓࡗ࡜ࢆࢺ࣮ࢣࣥ࢔ࠊࡀࡍ࡛࠸

ⱞࢆᏐ₍ࠊᖺᗘᙜึࠊࡓࡲࠋࡓࡋࡲ࠸࡚࠼ࡽ࡜࡟ዲពⓗࡀࡃከࡢࡕࡓࡶ࡝Ꮚࠊࢁࡇ

ᡭࡓ࠸࡚ࡋ࡜Ꮚ࡟ࡾ࡞ࢀࡑࠊࡶࡶ࡝Ⅼᩘࠊࡣࡽࢀࡇࠋࡓࡋࡲࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿ࡜ࢆᚓព

 ࠋࡍࡲࢀࢃᛮ࡜ࡔせᅉ࡞ࡁ኱ࡀ࡜ࡇࡓࡁ࡛ࡀ᪉ࡧᏛࡿࡍ㛵࡟⬟▱࡞ࡁዲࠊ⬟▱࡞
� Ẽࡿ࡞࡟Ꮚ࡚ࡋ࡜ࡶ࡝ᣲࡓ࠸࡚ࢀࡽࡆ B ࡓ࠸࡚ࡁ࡚ࡋࢆ⩦⦏ᐙᗞ࡛₎Ꮠࠊࡣࢇࡃ

ᢸࠋࡓࡋࡲࢀࡽࡳࡃከࡀ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡋࡈ㐣࡚ࡋᏳᚰࠊࡣ᫬㛫ࡢ࠘࠸ྜࡧᏛࠗࠊ࡛ࡢ

ࠊࡀࡓࡗ࠶ࡀ࡜ࡇࡓࡅ࠿ࢆኌ࡜ࠖࡽࡓࡳ࡚ࡋࡾࡓࡆ࠶ぢ࡚ࠊࡾࡓ࠼ᩍ࡟ேࡢ௚ࠕࡀ௵

ࡾࡼࡾ࿘ࡣࡶࡘ࠸ࠊࡶ࡛ࢀࡑࠋࡓࡋ࡛ࢇࡏࡲ࠸ࡁ࡛ࡾࡲ࠶ࡔࡲࡣࡾࢃ࠿࠿ࡓࡋ࠺ࡑ

㐜ࡢ࡜ࡇࡿࢀከ࠸ B ࡓࡁ࡛ࡶ࡛ࡋᑡࡀᶵ఍ࡿࢀࢃ࠿࠿࡜ሙ࡛཭㐩❧ࡢ཯ᑐࠊࡀࢇࡃ

 ࠋࡍࡲ࠸ᛮ࡜ࡓࡗࡔ࡜ࡇ࡞ࡁ኱࡚࠸࠾࡟ࡾࡃ㛵ಀ࡙ࡢࡕࡓࡶ࡝Ꮚࠊࡣ࡜ࡇ
� ࡢࡾ࡜ࡦ࠺ࡶ E ࢆ࡜ࡇࡿࡍࡾࡓ࠸ືࡽ⮬ࠊࡾࡓࡗࢃ࠿࠿࡜཭㐩࡟ᇶᮏⓗࠊࡣࢇࡃ

ዲࡴഴྥࠗࠊ࡛ࡢࡓࡗ࠶ࡀᏛࢆࣝ࢖ࢱࢫ࠘࠸ྜࡧጞࠊࡵ⮬ศ࡛⮬⏤ࡿࡅື࡟Ꮫ⩦ᙧ

ែࡢࡑࠋࡍ࡛࠺ࡼࡓ࠸࡚࠸ྥࡣ᪥ࡢẼᣢࡳ⤌ࡾྲྀ࡚ࡗࡼ࡟ࡕ᪉࣒ࣛࡶ࡚ࡋ࠺࡝ࡣ࡟

 ࠋࡓࡋࡲࢀࡽぢࡀጼࡿࡍ࡜࠺ࡰᏛࡽࡀ࡞ࡅ࠿ࢆኌ࡟཭㐩࡟ᴟⓗ✚ࠊࡀࡓࡗ࠶ࡀ
� �ࡢᚑ᮶ࠊ࡛࡜ࡇࡓࡗ⾜ࢆᤵᴗࠖࡪᏛࢆ᪉ࡧᏛࠕࡔࢇᏛ࡚࠸ࡘ࡟᠈グࡸ⬟▱ࢳ࣐ࣝ

᭩ࡾࡸࡓࡗ࠸࡜ࡳࡢࡿ࠼᠈࡚࠸᪉࡛ࠊࡃ࡞ࡣከᵝ࡞Ꮫࡧ᪉ࢆ㑅ࡢ࡝ࠊ࡭Ꮚࡶࡶ࡝Ꮫ

ࡲᚓព࡚ࡗࡼ࡟ேࠊࡣ࡟ࡕࡓࡶ࡝Ꮚࠊࡓࡲࠋࡓࡋࡲࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ࠺⾜ࢆᤵᴗ࠸ࡍࡸࡧ

࡛࡜ࡇ࡞ู≉ࡣ࡜ࡇ࠸࡞ࡁ࡛ࠊࡾ▱ࢆ࡜ࡇࡿ࠶ࡀ࠸㐪࡟⬟▱ࢳ࣐ࣝࡿࡍ࡜ⱞᡭࡣࡓ

ࡇࠋࡓࡋࡲࡾ࠶ࡀኚ໬ࡢព㆑࠺࠸࡜ࡿࡵṆࡅཷ࡜๓ࡾࡓᙜࢆ࠸㐪ࡓࡲࠊ࡜ࡇ࠸࡞ࡣ

⮬ࡃࡈࠊࡶ࡜ࡇ࠺࠸࡜ࡿࡍᩍᐊ㸧࡛ຮᙉࡁ✵ࡢᐊ㸦㞄ูࡵࡓࡢὀព㞟୰ࠊ࡛࡜ࡇࡢ

࡚࠸࡚ࡋᐊ࡛ຮᙉูࠋࡓࡋࡲ࠸࡚ࢀࡽࡵṆࡅཷࡶ࡟ࡕࡓࡶ࡝Ꮚࡢ௚ࠊࡶ࡟ᮏே࡟↛

ࡿ࠸࡚ࡗᣢࡶࡕࡓࡶ࡝Ꮚࡢ࡝ࡣឤぬ࠺࠸࡜ࡿ࠸࡚ࡋຮᙉ࡜͇࡞ࢇࡳ͆ࡢࢫࣛࢡࠊࡶ

ࢆ࡜ࡇࡿࡍࢆㄢ㢟㐩ᡂ࡛͇࡞ࢇࡳ࡛͆࠘࠸ྜࡧᏛࠗࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟ࢀࡇࠋࡓࡋ࡛࠺ࡼ

ព㆑࠸ࡼࡶ࡜ࡇ࠺࠸࡜ࡓࡁ࡚ࡏࡉᙳ㡪ࢆ୚࡜ࡿ࠸࡚࠼ᛮࠋࡓࡋࡲࢀࢃ�

� Ꮫ⣭ᢸ௵࡞ู≉ࠊ࡚ࡋ࡜ᨭ᥼ࠋࡓࡋࡲࡾ࡞ࡃࡍࡸࡾࡸ࡟↛⮬ࡶ࡚࡜ࡀ㏻ᖖᏛ⣭࡛

ᮏࡓࡲࠊࡾࡓࢀࢃ࠸࡜ࡔࡁ࠸ࡦࠊࡾࡓࢀࢃ࠿ࡽ࠿ࡽ࠿ࡾ࿘ࠊሙྜ࠺⾜ࢆᨭ᥼࡞ู≉

ேࡸࢻ࢖ࣛࣉࡢ᢬ᢠឤࠊ࡚ࡗ࠶ࡀᐇ᪋ࡀ㞴࠸ࡋሙྜࠊࡀࡍࡲࡾ࠶ࡀᮏᐇ㊶࠺ࡇࠊࡣ

 ࠋࡍࡲࢀࡽ࠼⪄࡜ࡿ࡞࡜ࢺࣥࣄࡿࢀࡃ࡚ࡋゎỴࢆၥ㢟ࡓࡗ࠸
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ᐇ㊶㸰㸧㐠ື఍ࡢ࡛ࠖࡃ࠸ࡀྩ࡚ࡵࡁࠕ࣒࣮ࢤࢫ࣐༠ྠᏛ⩦ࢆ目ᣦ࡚ࡋ 

 

ᮡᮧᚨᏊ࣭୕ᾆ┿Ꮚ࣭ᾛ஭ᜨ 

  

 㸦㸯㸧ᤵᴗ࡚࠶ࡵࡢ 

 マスࢤームの㋀りがᚓពな人と୙安な人でグループになって教えྜうことを㏻し

てពḧ的に⦎習にྲྀり⤌ࡳ、お஫いがよりୖ手に㋀ることができるࠋ 

 㸦㸰㸧ᤵᴗࡢὶ࣭ࢀᴫせ 

 実践を⾜ったのは୰つᶍᰯのᑠ学 2ᖺ生のクラスで、クラスの人ᩘは 23ྡでしたࠋ

᫂るࡃ๓ྥきでⴠち╔いた㞺ᅖẼの学⣭でしたࠋしかし、自分に自ಙがないためか、

おとなしいඣ❺がከࡃ、ᢸ௵はẼに᥃かっていࡲしたࠋクラスには、LD のྍ能ᛶが

ある(LDI-R の⤖ᯝによる)などの≉別なᨭ᥼が必要な子どもがᩘྡいࡲしたࠋ 

 本実践は、ᑠ学ᰯ 2 ᖺ生の㐠ື఍のࢲンスの᣺り௜けについて学ᖺ඲体で一㏻り

⦎習したᚋに⾜われࡲしたࠋ᫨ఇࡳの᫬㛫にクラスで⾜いࡲしたࠋ 

ンスに必要な能力について、マルチ知能のピザ(ᅗࢲ、ずࡲ  4-4)にᙜてはめて☜ㄆ

しࡲしたࠋこの᫬には「やるきちゅ（やるẼ、グ᠈、ὀព）」の学習はᮍࡔしてい

なかったので、マルチ知能のピザにある８つ力のࡳかࡽ㑅びࡲしたࠋ子どもたちか

このようにして、「学び方を学ࠋしたࡲは、「体」、「㡢ᴦ」といったពぢがฟࡽ

ぶ」授業で習ったこととࢲンスの⦎習が⤖びつࡃようព㆑࡙けを⾜いࡲしたࠋ 

 

  

ᅗ㸲-㸲 ౑⏝ࠝࢨࣆࡢ⬟▱ࢳ࣐ࣝࡓࡋᩍᮦసᡂ⪅ ᮡᮧᚨᏊ࣭୕ᾆ┿Ꮚࠞ 

 

 そのᚋ、㋀りがᚓពな人と୙安な人がΰじるようにして、4 人のチームに分かれࡲ

したࠋチームẖに⦎習をしていきࡲすࠋ඲ဨで㋀って⦎習するチームや、ᚓពな人

と୙安な人と࢔࣌になって⦎習するチームなどᵝࠎでしたࠋ 

 ⭸を᭤ࡆるࢱイミングにうࡃࡲ手ᢿ子をྜわせることができなかった㸿さんは、
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ࡶ࡝Ꮚࡿ࠸࡚ࡗࡀᣲࡀ๓ྡ࡚ࡋ࡜❺ඣࡿ࡞࡟Ẽࠊࡃ㐜࣏ࣥࢸࣥ࣡ࡀసື࡛ࡌឤ࠸࡞

 ࠋࡓࡋ࡛
� ࡟᪉ࡢᏊࡢ⏨ࡢᡭ┦ࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࢇࡉ㸿ࠊࡣ௵ᢸࠊ࡜࠶ࡓぢࢆᵝᏊࡢ஧ேࡃࡽࡤࡋ

ᣦᑟ࡟࠺ࡼࡢ࡝ࠋࡓࡋࡲࡁ⾜࡟ᩍࡢࡑࠋࡍ࡛ࡢࡓࡋࢫ࢖ࣂࢻ࢔ࢆ࠿ࡢ࠸ࡼࡽࡓ࠼ᚋࠊ

㸿ୖࡿࡳࡿࡳࡣࢇࡉ㐩ࠊࡋ஧ே࠸࠸ࡶ࡚ࡗ࡜ࡶ࡜➗㢦࡛㋀ࠋࡓࡋࡲࡾ࡞࡟࠺ࡼࡿ 
 

�ۻࢺࣥ࢖࣏�ۻ �

༠ྠᏛ⩦࡛ࠊࡣᅔࡿ࠸࡚ࡗᏊ࡟ࡶ࡝┤᥋ᣦᑟࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡢࡿࡍ�

�ࠋࡿ࠼ᩍࢆ࠿ࡢ࠸ࡼࡤ࠼ྜࡅຓ࡟࠺ࡼࡢ࡝࡛࣒࣮ࢳࡸ࢔࣌

�  
� ࡇࡿࡏࢃྜࢆసື࡟࣒ࢬ࡛ࣜ⏝୙ჾࡃ࡞ࡕࡇࡂࡀ᪉࠸౑ࡢయࡽ࠿ᬑẁࠊ᪉୍࡚ࡉ

 ࠋ࣭࣭࣭ࡣ࡛࣒࣮ࢳࡢ㹀ྩ࡞ⱞᡭࡀ࡜
� ࡢึ᭱ࠊࡣ㹀ྩࡓ࠸࡛ࢇ㎸࠸ᛮࡾ࠿ࡗࡤ࡜ࡿ࡞࡟ே࡞ᚓពࡀࡾ㋀ࡣศ⮬ࡾࡁࡗ࡚

ࡅ࠿ࢆኌࡃࡋඃࡀ࣮ࣂ࣓ࣥࡢ௚ࠋࡓࡋࡲ࠸ࡲࡋ࡚ࡆ᭤ࢆࡑ࡬࡛ࢁࡇ࡜ࡢࡅศ࣒࣮ࢳ

ࡲ࠸ྜࡃࡲ࠺ࡀ࣏ࣥࢸࡢసື࡜ᡭᢿᏊࠊࡀࡍ࡛ࡢࡿࡳࡣ࡚ࡗ㋀ࡪࡋࡪࡋࠊ࡚ࢀࡃ࡚

ࠊࡀࡍ࡛ࡢࡓࡁ࡛ࡣ࡜ࡇࡃẼ࡙࡟࡜ࡇࡓࡗ࠿࡞࠸࡚ࡁ࡛ࡀศ⮬ࡣ㹀ྩࠋࡓࡋ࡛ࢇࡏ

ࡋ࡛ࢇࡏࡲࡁ࡛ࡣ࡜ࡇࡍ┤ࡕᣢࢆࡕẼᣢ࠿࡞࠿࡞ࡃࡋ㞴ࡣ࡜ࡇࡿࢀᐜࡅཷࢆࢀࡑ

ࡕࡓࡶ࡝Ꮚࡢ௚ࠊࡃపࡀຊ⬟ࡢ༠ㄪ㐠ືࡸ㌟య⬟ຊࡢ㹀ྩࡶ࡟ࡾࡲ࠶ࠊ࡚࠼ຍࠋࡓ

኱ኚ㞴ࡣࡢ࠺࠸࡜࠺ྜ࠼ᩍࠊ࡚ࡗࡲࡋ࡚ࡋᅔᝨ࠿ࡢ࠸࠸ࡽࡓ࠼ࡋ࠾ࢆࢫࣥࢲ࠺࡝ࡶ

 ࠋࡓࡋἣ࡛≦࠸ࡋ
� Bࠊࢁࡇ࡜ࡓࡗ㋀ࢆࢫࣥࢲ඲ဨ࡛ࢫࣛࢡ࡚ࡋ࡜ࡵ࡜ࡲࠊ࡟ᚋ᭱ࡢ⩦⦏ ྩ௨እࡳࡣ

ࡲࢀ㋀࡟ᡭୖࡶ࡚࡜ࠊࡃࡼࡀࢀษ࡚ࡧఙ࡜ࣥࣆࡀᡭ㊊ࠊ࠸ྜࡾ࠿ࡗࡋࡀ࣏ࣥࢸ࡞ࢇ

 ࠋࡓࡋ
 
� 㸦㸰㸧ᐇ㊶ᚋࡢ⪃ᐹ�

� ᩍᖌᩧ୍ࡢᣦᑟࠊ࡜ࡔᩍᖌࡢゝ࠺㏻ࡶ࡚ࡃ࡞࠸࡚ࡁ࡛࡟ࡾẼ௜࠸࡞࠿Ꮚ࠸ࡶࡶ࡝ 
ࡲࡁ࡛⩦⦏࡚ࡗ࠶ࡅ௜ࢆẼ࡟࠸஫࠾࡛ࡲࡁື࠸࠿⣽ࠊࡣ࡛ࡳ⤌ࡾྲྀࡢ௒ᅇࠊࡀࡍࡲ

ࡿࡍ⩦⦏ࡃࡋᴦࡽࡀ࡞࠸ኌ࡛ḷ࡞ࡁ኱ࠊࡾࡲ㧗ࡶពḧ࡛࡜ࡇࡪᏛ࡟ඹࠊࡓࡲࠋࡓࡋ

 ࠋࡓࡋࡲࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ
� A ࡑࡋᴦ࡜Ꮚࡢ⏨࡞ᚓពࡀࡾ㸪㋀࠸ྜࡀ᪉ἲ࠺࠶ࡧᏛ࡛ࣉ࣮ࣝࢢࡢࡇࠊࡣ࡟ࢇࡉ

Bࠊ᪉୍ࠋࡓࡋࡲࡾ࡞࡟࠺ࡼࡿࢀ㢦࡛㋀➗ࠊࡋ㐩ୖࡿࡳࡿࡳࠊࡋ⩦⦏࡟࠺ ࡗ࡜࡟ྩ

Bࠋࡓࡋ࡛ࢇࡏࡲ࠼࠸ࡣ࡜࡚❧ᡭ࡞᭷ຠࡣ࡚ ࠾࡚ࡗᣢࢆぬ⮬࠸࡞ࡁ࡛ࡀศ⮬ࠊࡣྩ

ཷࢆ࠼ᩍࡢ㐩ࡶ࡝Ꮚࡢࡾ࿘࡟┤⣲࡛ࡉࡋ᜼ࠊࡵࡓࡓࢀࡽࡅศ࡟᪉࠸࡞ࡣᚓព࡛ࡎࡽ

Bࠊࡓࡲࠋࡍࡲࢀࡽ࠼⪄࡜ࡓࡗ࡞࡟ࡕẼᣢ࠸࡞ࡃࡓࢀධࡅ ༠ㄪ㐠ືࡸ㌟య⬟ຊࡢྩ

ࠋࡍࡲࢀࡽ࠼⪄࡜ࡓࡗ࠿ࡋ㞴ࡣࡢ࠺ྜ࠼ᩍࡶ࡛ࡶ࡝Ꮚ࡞ᚓពࡀࡾ㋀ࠊࡃపࡀຊ⬟ࡢ

Ẽࡿ࡞࡟ඣ❺ࡢ୙ᚓពࡢᗘྜࡿࡸ࡜࠸Ẽࢆぢᴟࡀ࡜ࡇࡿࡵᚲせ࡛ࠋࡍ 
� ཷࡢࡶࡿࢀࡽ࠼ᩍࡽ࠿⪅௚ࡤࢀ࠶ࡀ㦂⤒ࡓ࠼ᩍࡀศ⮬ࠊ࡚ࡋ࡜⟇ゎỴࡢࡇࠊࡓࡲ
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ࡿ࡞࡟ẼࠊࡣᏛ⩦ෆᐜࡢึ᭱ࡢ⩦༠ྠᏛࠊࡽ࠿࠼⪄࠺࠸࡜࠺ࢁࡔࡿ࡞ࡃࡍࡸࢀධࡅ

ඣ❺ࡀᚓពࢆࡢࡶ࡞㑅࠺࠸࡜ࡪᕤኵࢆ࡜ࡇࡿࢀࡉ┤ࠊࡓࡲࠋࡍࡲࢀࡽ࠼⪄ࡶᴟ➃࡟

ࠊࡾ࠶୙ྍḞ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ㓄៖࡟ᛶ≉ࡢࠎಶࡢࡶ࡝Ꮚࡿ࠶ࡢ➼Ⓨ㐩㞀ᐖࠊ࡝࡞࠺᎘

 ࠋࡍࡲ࠼⪄࡜ࡿ࠶኱ษ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍタᐃࢆ࡚࠶ࡵࡓࡗぢྜ࡟ࢀࡑ
� ୖグࡢⅬ௨እࠊ࡟༠ྠᏛ⩦ࡃࡲ࠺ࢆᡂ❧࡟≉ࠊࡣ࡟ࡵࡓࡿࡏࡉⓎ㐩㞀ᐖࡿ࠶ࡢᏊ

ࣝ࣋ࣞࡢ࡝ࢆ‽㐩ᡂᇶࡿࡍ࡜ᶆ┠ࠊࡣ㞟ᅋ࡛࠸ᗈࡀᖜࡢಶேᕪࡿࢀࡲྵࡀ࡝࡞ࡶ࡝

඲ဨࠊ࡜ࡿࡳ࡚ࡗ࠼࠿ࡾࡩࡽ࠿࡚ࡗࢃ⤊ࡀ㊶ᐇࠋࡍࡲࡾ࡞࡟኱ኚ㔜せࡀ࠿ࡢࡿࡍ࡟

ࡀ 100 Ⅼ‶Ⅼࡢ㋀ࢆࡾ┠ᣦࡿ࠶ࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡢࡍᏊࡣࡶ࡝ᡭᢿᏊࠊࡿࡍ࡟࠺ࡼ࠺ࢁࡑࡀ

ࢆᶆ┠࡟ಶேẖࠊ࡝࡞ࡍࡤఙ࡟ࡄࡍࡗ┿ࢆ⭎࡟᫬ࡢࢬ࣮࣏ࡢۑۑࡣࡶ࡝Ꮚࡢูࡓࡲ

Ỵࡢࢀࡒࢀࡑࠊ࡚ࡵಶே┠ᶆࡢࣉ࣮ࣝࢢࢆ඲ဨࡀ㐩ᡂ࡛࠺ࡼࡿࡁຓ࠺࠸࡜࠺ྜࡅタ

ᐃࡢᕤኵࠋࡓࡋࡲࢀࡽ࠼⪄ࡶ 
� ࢜ࢪࣛࡓࡗࡔⱞᡭ࡜ࡗࡎ࡛ࡲ௒ࠊ࡜࠶ࡢ㊶ᐇࡢࡇࠊࡀࡍᚋ᪥ㄯ࡛ࡢ㹀ྩ࡛ࢁࡇ࡜

య᧯ࢆ⮬ศ࡜࠸ࡓࡋ⩦⦏ࡽ࠿ᢸ௵ࠋࡓࡋࡲࡁ࡚ࡗࡸ࡬ࢁࡇ࡜ࡢ㹀ྩࡓࡋ࠺ࡇࡀẼᣢ

ࠊ࡟ࡎࡏࡾࡓࡵ㈐ࢆ㹀ྩࡀࡕࡓࡶ࡝Ꮚࡢ௚࡟ࡁ࡜ࡢ⩦⦏ࣉ࣮ࣝࢢࠊࡣࡢࡓࢀ࡞࡟ࡕ

࠿ࡁ኱ࡶ࡜ࡇࡓࢀࡃ࡚ࡗࢃ㛵࡜࠺ࡼ࠼ᩍ࡚ࡋᅄⱞඵⱞ࡜࠿࠸࡞ࡁ࡛ࡃࡲ࠺࠿࡜ࢇ࡞

࠺ࡼࡋ⩦⦏࡚࠼㉺ࡾ஌ࢆࢀࡑࠊ࡝ࢀࡅࡓ࠸ࡘയ࡟࡜ࡇ࠸࡞ࡁ࡛ࠋࡍࡲࢀࢃᛮ࡜ࡓࡗ

࡞ࢇࡑࠊ࡜ᡂ㛗ࡢ㹀ྩࡓࢀ࡞࡟ࡁ๓ྥ࡜ B ࡝Ꮚࡢࢫࣛࢡࡓࢀࡃ࡚࡚⫱ࢆẼࡿࡸࡢྩ

 ࠋࡓࡋࡲࡾ࠶࡛ࢻ࣮ࢯࣆ࢚ࡓࢀࡽࡌឤࢆࡕ⫱ࡢ㞟ᅋࡢ㐩ࡶ
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ᐇ㊶㸱㸧ࢁ࠸ࢁ࠸Ꮫࡧ᪉ࡀ㑅ࡿ࡭₎ᏐᏛ⩦㸸ࢇ࠿ࠕᏐࠖ࠺ࢁ࡞ࡃࡼࡘ࡟ 

ᮡᮧᚨᏊ࣭୕ᾆ┿Ꮚ࣭ᾛ஭ᜨ 

 

㸦㸯㸧ᤵᴗ࡚࠶ࡵࡢ 

 マルチピザを基に₎Ꮠの学び方の考えをฟしྜい、その୰かࡽ学び方を㑅んで₎

Ꮠをぬえることができるࠋ 

 

㸦㸰㸧ᤵᴗࡢᴫせ 

 ᭱ึの授業は、3 学ᮇに⾜われたࡲࠋず、学習๓ᚋのඣ❺のኚᐜをࡳるため₎Ꮠ

50 ၥテストを⾜いࡲしたࠋそのᚋ、「かんᏐを いࡲより やっつけよう」という

めあてを学⣭඲体で☜ㄆしࡲしたࠋ「どうしたࡽᚓពになる？」とၥいかけ、₎Ꮠ

をぬえるࢶࢥを考えさせたところ、ḟのようなពぢがでࡲしたࠋ 

・ 本でㄪ࡭るࠋ 

・ ᚓពな人にࢶࢥを教えてもࡽうࠋ 

 ࠋートに⦎習するࣀ ・

・ 㛫違った₎Ꮠを⦎習するࠋ 

・ ₎Ꮠ⾲で☜かめるࠋ 

 

 そのḟの授業では、めあてを「₎Ꮠのぬえ方をฟしྜい、自分のやりたい方法を

㑅び、その方法で₎Ꮠをぬえるࠋ」としࡲしたࠋ自分の₎Ꮠテストの⤖ᯝもふりか

えࡽせながࡽ、どんなぬえ方（⦎習方法）があるか子ども㐩かࡽฟさせࡲしたࠋそ

の㝿、マルチピザも紹介し、それࡒれの力を使った方法を考えさせࡲしたࠋ

  

෗┿㸲-㸰ࠉ₎Ꮠ࣮ࣜࣞࡢᵝᏊ㸸㡰␒ࡘࡎ⏬୍࡟᭩ࠋࡃ࠸࡚࠸ 
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 ෗┿㸲-㸱ࠉ₎Ꮠḷࢺ࣮ࣀࡢ 

 

 

㸦㸱㸧⪃ᐹ 

 ₎Ꮠテストの⤖ᯝかࡽは、㏻ᖖの₎Ꮠ学習よりも、いろいろな学び方で₎Ꮠ⦎習

をした方がⰋい⤖ᯝがฟるとは༶᩿できࡲせんでしたࠋしかし、本実践はたった２

᫬㛫の実践ですࠋ一人ひとりの子どもがはっきりとしたᙺ๭やめあてをᣢち、この

⦎習の௙方に័れれࡤ、Ⰻい学習の方法になるという手ࡈたえをឤじࡲしたࠋそれ

は、ពḧ的になりにࡃい₎Ꮠ⦎習ࡔが、どの学び方を㑅んࡔ子どもも大ኚពḧ的に

₎Ꮠ⦎習をすることができたかࡽですࠋ≉に、₎Ꮠリレーでは、᭕᫕なࡲࡲに᭩い

ていた₎Ꮠをお஫いにチࢵ࢙クすることもできたり、子ども同ኈはᑐ➼な立場なの

で「㛫違えたࡽ᜝ずかしいࠋ」と必Ṛなため、集୰してྲྀり⤌ࡴことができたりと

Ⰻいところがたࡃさんありࡲしたࠋ 

 たࡔ、学習のめあてをはっきりさせることと、教えても㈐めない指導は、協同学

習を⾜う㝿にはいっそう重要であるとឤじࡲしたࠋ 
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㸰㸬ࠕᏛࡧ᪉ࢆᏛࠖࡪᤵᴗᐇ㊶ࡢሗ࿌  
 

ᮡᮧᚨᏊ࣭୕ᾆ┿Ꮚ࣭ᾛ஭ᜨ 

 

 ௨ୗの紹介する授業実践は、ᑠ学１・２ᖺ生をᑐ㇟に⾜った஦例ですࠋこれࡽの

実践を参考に、㐺ᐅㄞ者のᑐ㇟の子ども㐩や学⣭の≧ἣにあわせて、㡰ᗎをኚえた

り、ෆᐜを࢔レンࢪしてḧしいとᛮいࡲすࠋどの実践も、試⾜㘒ㄗをしながࡽも、

一定の手ᛂえとຠᯝがぢࡽれた஦例ですࠋ考ᐹについてもよࡃㄞࡳ、さࡽなる実践

の῝໬にᙺ立てていたࡔけれࡤᖾいですࠋ 

 

 

 ᐇ㊶㸯㸧グ᠈ࡢ௙᪉ࡢᏛ⩦   

㸦㸯㸧࡚࠶ࡵ  

 ≀のྡ๓をᛮいฟす方法を考えたり発⾲したりする活ືを㏻して、一人ひとりい

ろいろな方法でグ᠈していることや、いろいろなグ᠈の方法があることを知るࠋ 

㸦㸰㸧άືࡢᵝᏊ 

 ⣬⿄に教ᐊにあるᩥᡣ具➼ィ７つ（ձ㯮ᯈ๓の㔪㔠にかかっているὙ℆バサミ 

１つ、ղ❆㝿のレࢱーࢣースのୖの⨁にධっている๭り⠂ 1 本、ճ㯮ᯈに㈞ってあ

るᩘブロࢵク 1 ಶ、մ教༟のୖの࣌ン立てにあるはさ1 ࡳ 本、յ教༟のୖにある

クのり 1ࢵࣅラ࢔ ಶ、ն教༟のୖにあるマࢵࢪク（㯤Ⰽ）1 本、շᚋろのロ࢝ࢵー

にある⣬⟽ 1 ಶ）を↓ゝでධれていきࡲすࠋそのᚋ、ఱがධっていたかᛮいฟさせ 

、「かたち」、「きもどしࡲ」、「きࡈう」、グ᠈した方法を考えさせたところࠋすࡲ

「いろ」、「もじ」、「なかよし」でぬえたという⟅えが子ども㐩かࡽでてきࡲし

たࠋ 

㸦㸱㸧⪃ ᐹ 

 ↓ព㆑にᛮっていたことをព㆑させることで、グ᠈の௙方に目をྥけさせること

ができࡲしたࠋ㐨ᚨの心のࣀートには「自分のዲきな㐟び」など、自分を知ること

をಁす活ືがあるが、௒ᅇの活ືは᪂しい自分を知る活ືであるとឤじࡲしたࠋし

かし、グ᠈の௙⤌ࡳやグ᠈の௙方など༑分に教えることができなかったので、グ᠈

の௙方について教えるテキストがあれࡤⰋいとឤじࡲしたࠋ「グ᠈の学習Ѝマルチ

ピザの学習ЍマルチピザのどⅬかࡽグ᠈の学習をふり㏉る」という༢ඖィ⏬にすれ

 ࠋすࡲよりマルチピザの力をព㆑させることができるとᛮい、ࡤ

 

3636 37



 

                                   

ᐇ㊶㸰㸧ࡿࡸẼࢆୗᨭࡿࡍ࠼Ꮫ⩦㸸ࠖࢻࣥࣔࣖ࢖ࢲࡢࡋࡓࢃ࣭ࡃࡰࠕ 

 㸦㸯㸧࡚࠶ࡵ    

自分のⰋいᡤや཭㐩のⰋいᡤを知ることを㏻して自ᕫ⫯定ឤを㧗め、๓ྥきに

学習するやるẼの基♏を作るࠋ 

 㸦㸰㸧άືࡢᵝᏊ  

 教ᖌは「自分の୰にどんなࢲイࣖࣔンࢻが㞃れているかな、目立たないけど、こ

んなことがዲき、こんなことがୖ手、こんなことがᚓព、ということをぢつけてい

きࡲすࠋ」と子ども㐩にヰし、自分や཭ࡔちのⰋいところをぢつけるように指♧し

っࡽいってもࡽちかࡔᫍᙧの⣬に自分でẼ࡙いたよいところ、あるいは཭ࠋしたࡲ

たよいところを᭩き㎸んでいきࡲした᭱ࠋᚋに཭ࡔちとお஫いにࢲイࣖࣔンࢻをぢ

ྜいࡲしたࠋ教ᖌは「その᪥にあったお཭㐩のࢲイࣖࣔンࢻを教えてࡔࡃさいࠋお

ᫍさࡲの⣬を‽ഛするかࡽこれかࡽᖐりの఍でお཭㐩のࢲイࣖࣔンࢻ᥈しをしࡲし

、とゝい「ࠋしたࡲつけࡳをࢻイࣖࣔンࢲ௒᪥は、自分のࠋ自分のでもいいよࠋうࡻ

授業を⤊ࡲしたࠋ 

   

෗┿㸲-㸲ࡢࢇࡪࡌࠕ ࠉ୰ࡢࠖࢻࣥࣔࣖ࢖ࢲࡿ࠿ࡦ࡟෗┿ 

 

 㸦㸱㸧⪃ᐹ 

 子どもたちは、↷れࡃさそうࡔったが、自分のࢲイࣖࣔンࢻを教えてもࡽうと、

とてもうれしそうでしたࠋ子ども㐩がどういうⰋいところをぢつけれࡤいいのかわ

かࡽず、「やさしい」などᆺにはࡲったものࡤかりฟてきたのがṧᛕでしたࠋᚓព、

ୖ手にあたる「࡯うきでᤲࡃことがᚓព」などの例もฟせࡤⰋかったですࠋ 
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 マルチピザを基にして考えることによって、教ᖌかࡽ子どもの能力の≉㉁が理ゎ

しやすࡃなり、ࡲた子どもも自分のことを理ゎしやすࡃなりࡲしたࠋ 

 マルチピザの考え方を学んࡔことで、子どもと考えをඹ᭷するࢶールとして使う

ことができࡲす࢔࣌ࠋでୖ手にヰしྜえたࡽ「人がᚓពࠋࡡࡔ」と㄃めたり、「ࡲ

っすࡄに୪ぶには、⤮の力を使うよࠋ」と☜ㄆしたりできࡲしたࠋ 

 

 

 

ᐇ㊶㸲㸧ࡢ࢜ࣜࢺࡹࡕࡁࡿࡸ⤂௓࡜ὀពࡢᏛ⩦ 

 㸦㸯㸧࡚࠶ࡵ 

  ձやるきちゅの 3 つの力を知るࠋ 

  ղὀពの力について࣡ークを㏻じて体ឤし、ὀពの力を知るࠋ 

  ճὀពをྥけやすࡃする方␎を考えるࠋ 

  մ実生活や学習場面でのᛂ用について考えるࠋ 

 

 ෗┿㸲-㸳ࢨࣆࢳ࣐ࣝ࡜ࡹࡕࡁࡿࡸࠉ 

㸦ࡿࡸࡀ─࠾Ẽࡀࣇ࢖ࢼࠊὀពࡀࢡ࣮࢛ࣇࠊグ᠈ࠋࡿ࠸࡚ࡋ⾲ࢆ㸧 

 

  

 㸦㸰㸧άືࡢෆᐜ 

  やるきちゅトリオについてㄝ᫂したᚋ、ᅗ 4Ѹ7 のような教ᮦを使って、ὀពの࣡ー

クを⾜いࡲしたࠋこの࣡ークでは、ὀពの力を体ឤしたり、ὀពをྥけやすࡃす

3838 39

第 4章　実践例の紹介

※38頁から39頁5行目は編著者の意向により削除されました。新しく事例を加えて修正し
た書籍が出版されておりますので、そちらもご参照ください
【「学び方を学ぶ：発達霜害のある子どももみんな共に育つユニバーサルデザインな授
業・集団作りガイドブック」（ジアース教育新社）】



 

                                   

る方␎を学習しࡲしたࠋ  

  

 

 

ᅗ  注意の䝽ークで使用したᩍᮦ（一部の䜏） 

 

 㸦㸱㸧⪃ᐹ 

 マルチピザの力はその᫬ࠎで使う力が違うが、「やるきちゅ」はいつも使う力ࡔ

ということに子ども㐩は、㠀ᖖに⣡ᚓしていࡲしたࠋやるẼをお─、ࢼイࣇをὀព、

 ࠋークをグ᠈としたことは、子ども㐩にとって分かりやすかったようです࢛ࣇ

 グ᠈は、࢛ࣇークのືきと⤖び௜けたいので「ྲྀりධれる」としࡲしたࠋグ᠈す

る๓に体の୰に「ྲྀりධれる」ことを子ども㐩にఏえたかったかࡽですࠋ 

 ὀពのྥけ方やὀពをᘬࡃ方法は、授業の୰でヰを⪺ࡃときやࣀートにࡲとめる

とき、᪂⪺作りのときなど、ᵝࠎな場面で生かすことができるとᛮいࡲしたࠋ 

 

 

 

䠐-䠓
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第5章 Ｑ＆Ａ 

 Q１：協同学習では話し合い活動が多く、学習障害（LD）や注意欠陥多動性障害
（ADHD）、高機能自閉症などのような発達障害のある子ども達にとっては、難しいと思わ
れます。どのような指導の工夫をしたらよいでしょうか？ 

A１：一␒大切なことは、協同学習のㄢ㢟設定をㄞࡳ᭩き୰心のㄢ㢟でな８、ࡃつの

マルチ知能のピザのほⅬをྲྀりධれたㄢ㢟にすることですࠋ 

 例えࡤ、⌜᪂⪺をつࡃるというㄢ㢟ですと、マルチ知能のピザ（第 3 章のᅗ 3-1

参↷）の『⤮』の力をつかってᤄ⤮をᥥࡃಀや、あるいは『体』の力をつかってᤄ

⤮のࣔデルのポーࢬをとる、あるいは『ことࡤ』や『人』の力を使うけれども、ㄡ

かと࢔࣌を⤌ࡳ、ຓけྜいながࡽインࣗࣅࢱーする、あるいは、例えࡤもし、発㐩

障害のある A ྩが⹸༤ኈと࿧ࡤれるࡽࡃい᪻⹸の知㆑が㇏ᐩࡔったࡽ、そのᙼの『し

にする、というふうに、ㄢ㢟をいろいろとᰂ㌾にࢱࢿん』の力をかりて、グ஦のࡐ

考えることができࡲすࡲࠋず、ゝⴥでのやりとりにこࡔわࡽない、ᩥᏐにこࡔわࡽ

ない、そういう授業をする୰で、発㐩障害のある子ども㐩が分ᢸできるᙺ๭や、グ

ループに㈉⊩できるᙺ๭の࢔イデ࢔がたࡃさんฟてࡃるでしࡻうࠋ 

た、「学び方を学ぶ」授業では「やるきちゅトリオ（やるẼ・グ᠈・ὀព）」ࡲ 

第 3 章のᅗ 3-1 参↷）のࢶࢥやそのᙅさを⿵う方法を教えࡲすࠋやるẼ、つࡲりㄢ

㢟へのືᶵ࡙けや、グ᠈やὀពというのは発㐩障害のある子ども㐩が≉にⱞ手とし

ている஦᯶ですࠋ学んࢶࢥࡔやᙅさを⿵う方法を、実㝿に協同学習場面で活用でき

るよう配慮してࡔࡃさい（ὀ：協同学習のポイントは子ども㐩の学びྜいをಁ㐍す

ることですࠋですかࡽ、┤᥋教ᖌがኌかけするよりも、子ども㐩同ኈでࢶࢥの活用

をኌかけできるようなാきかけを考えてୗさいࠋ（ࡡ 

 このように、いろいろなㄢ㢟設定やㄢ㢟をゎࡃための手ẁや方法を使うことにな

るので、それがつࡲりは一人ひとりの学び方にྜわせたユニバーサルな授業になっ

ているとᤊえることができࡲすࠋ 

 

Q２：協同学習の５つの基本要素（第2章の図2-1参照）の一つに、「ソーシャルスキル／
協同・協働スキルを教える」というのがありますが、具体的にはどんなことを教えればよ
いですか？ 

A２：཭ࡔちのヰを⪺ࡃ（ഴ⫈）スキルは、協同学習場面で㢖⦾に使うࢯーシࣕルス

キルですࡲࠋた子ども同ኈの学びྜいを῝めるためには、཭ࡔちの「わかࡽない」

サインやゝືにẼ࡙ࡃことが重要ですࠋわかࡽないときは「わかࡽない」と཭ࡔち

にゝうことができれࡤいいのですが、子どもにとっても、大人にとっても「わかࡽ
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Q3：特別支援学校（知的障害）でも、協同学習による指導はできますか？ 

A３：できࡲすࠋ㟼ᒸ大学教育学㒊㝃ᒓ≉別ᨭ᥼学ᰯの୰学㒊において、先㥑的なྲྀ

り⤌ࡳ（ᾏ㔝㸪2011; 㟼ᒸ大学教育学㒊㝃ᒓ≉別ᨭ᥼学ᰯ㸪2011 ௚）がなされてい

るので参考にしてୗさいࠋどぬ的なᨭ᥼ࢶールを用ពし、ㄢ㢟や場面のᵓ㐀໬をし

っかり⾜いつつ、協同学習の５つの要素をྲྀりධれた実践を⾜っていࡲすࠋ第 38 ᅇ

◊✲協㆟఍（2011/11/18）での実践発⾲では、ᗂ⛶ᅬඣにᢨ㟢する大㐨ⱁを࢔࣌で⦎

習するという授業が⾜われていࡲした࢔࣌ࠋの⦎習の成ᯝを発⾲する場面では、発

⾲するࢭリࣇのどぬ的手がかりが用ពされていたり、がんࡤるポイントの㑅ᢥ⫥が

ᥦ♧されていたりと㝶ᡤにᕤኵがなされていࡲしたࠋ大成功した࢔࣌の発⾲のあと、

の生ᚐが࢔࣌ととてもឤ⃭したᵝ子で別の「～ん、本ᙜにかっこよかったよࡃۑۑ」

ヰしかけていࡲしたࠋクラス඲体の育ちをឤじࡽれるとても素ᬕࡽしい実践でしたࠋ

とめていࡲた、≉別ᨭ᥼学ᰯでの協同学習のポイントについて⸨ཎ（2011）がࡲ 

 ࠋさいࡔࡃ一ㄞࡈしたので、᫝㠀ࡲつか♧しࡃ参考ᩥ⊩をᕳᮎにいࠋすࡲ

 
 
Q４：「学び方を学ぶ」授業は、漢字学習とセットで行わなければならないのでしょうか？
また、漢字や九九などの暗記学習だけでなく、思考を深める学習においても使えるのでしょ
うか？ 

A４：⧞り㏉し学ぶᶵ఍が設定できるという฼Ⅼかࡽ、௒ᅇは₎Ꮠ学習を㑅びࡲした

が、違う学習ㄢ㢟を㢟ᮦにしてもかࡲいࡲせんࡲࠋた、ᬯグ学習ࡔけでなࡃ、ᵝࠎ

な学習活ືに「学び方を学ぶ」授業で学んࡔマルチ知能の８つの力とやるきちゅト

リオの３つの力を活用してࡔࡃさいࠋ例えࡤ、「やるẼ」レࢵスンෆᐜの一つに、

なࡐこのຮᙉをしなࡃちࡷいけないのか、このຮᙉは実生活のどんなことにᙺ立て

たዲきなことと学習ෆᐜを㛵㐃ࡲ、るࡃれるのかを考えると、やるẼがኚわってࡽ

࡙けるとやるẼࢵ࢔プにつながるというのがありࡲすࠋこれは、⟬ᩘのᩥ章㢟のよ

うなᛮ考をၥうㄢ㢟においても、活用できࡲすࠋこのຮᙉをするとどんなⰋいこと

があるか、あるいは自分のዲきなことと㛵㐃させてၥ㢟をゎけないか、子ども㐩に

考えさせるのですࠋ⟬ᩘのᩥ章ၥ㢟をリンࢦとバࢼࢼのヰかࡽ、子どもの人Ẽキࣕ

ラクࢱーのピ࢝チࣗ࢘とニࣕースのヰにするࡔけで、子ども㐩の཯ᛂが違ってࡃる

という⤒㦂、あるのではないでしࡻうかࠋそれと同じですࡲࠋた、マルチ知能の力

をつかって、ᩥ章㢟を⤮やᩘ┤⥺に⾲⌧したり（『⤮』の力）、ᘧのព࿡をゝⴥで

ㄝ᫂したり（『ことࡤ』や『ᩘᏐ』の力）、ࢱイルを手で᧯作したり（『体』の力）

するなどして、ᛮ考を῝めていࡃことができࡲすࠋ 

4242 43

第 5章　Q ＆ A



 

                                   

 

 

Q５：「学び方を学ぶ」授業では、教師が子ども一人ひとりの学び方に配慮できるようにな
ればいいのでしょうか。特別支援教育コーディネーターとして、学級担任に「学び方を学
ぶ」授業を勧めるときのポイントを教えて下さい。 

A５：そうですࠋࡡ「学び方を学ぶ」授業を⾜うと、教ᖌ自㌟も一人ひとりの学び方

に配慮したユニバーサルデザインの授業࡙ࡃりを自↛とព㆑できるようになりࡲ

すࠋ 

 しかし、「学び方を学ぶ」授業の✲ᴟの目ᶆは、子ども㐩が自分で学び方をᕤኵ

したり、自分に必要なᨭ᥼を教ᖌや཭ࡔちにリクエストしたりできることですࠋ教

ᖌの授業࡙ࡃりにとどࡽࡲず、子ども自㌟が自ࡽの学び方をふりかえることができ

るところࡲでが「学び方を学ぶ」授業である、というポイントをおさえるようࢻ࢔

バイスしてୗさいࠋ 

 

 

Q６：新学習指導要領では学習内容が以前よりも増えました。協同学習を取り入れたり
「学び方を学ぶ」授業を行っても、一年で学習内容の全てをこなせるでしょうか。 

A6：協同学習のやり方にはいろいろなバリエーションがありࡲすが、≉に『学びྜ

い』（すᕝ㸪2008）では、඲ဨができていなࡃても設定した᫬㛫がきたࡽ授業を⤊

わりࡲすࠋたࡔし、「᫬㛫ෆにࡳんなができるために、一人ひとりがもっとできる

ことはないかな」とゝって子どもたちに᫬㛫ෆに⤊わるようồめࡲす（ᶫ本㸪2010）ࠋ

『学びྜい』がうࡃࡲᅇりฟすと、子どもたちは自分がㄢ㢟をできるかではなࡃて、

クラスのࡳんなができるか、分かࡽないでᅔっている子はいないかを考えるように

なりࡲすࠋᑡしでも཭㐩に教える᫬㛫を☜ಖするために自発的にண習してࡃる子が

ฟてきたというエピࢯーࢻも⪺きࡲすࠋしたがって、協同学習をྲྀりධれたかࡽと

ゝって、授業᫬㛫が㊊りなࡃなるとゝうことはありࡲせんࠋ 

た、「学び方を学ぶ」授業については、≉別に᫬㛫設定する場ྜ（第ࡲ  4 章の 2.

を参↷）は 4～6 ᭶㡭に 3 ᫬㛫⛬ᗘを考えていࡲすので、それ࡯ど㈇ᢸになࡽないと

ᛮいࡲす15ࠋ 分⛬ᗘのミニレࢵスンᙧᘧの場ྜ（第 4 章の 1. 実践 1 を参↷）も、実

践者の先生は子どもたちの発ゝをࡲとめていったᶍ㐀⣬がそのࡲࡲ教ᮦになるの

で、教ᮦ‽ഛの㈇ᢸឤもなࡃ㐍めることができたと㏙࡭ていࡲすࡲࠋた、ࣀート指

導➼すでに⾜っている指導の୰には「学び方を学ぶ」授業と重なるものがከࠎある

とᛮいࡲすࠋ᪂たに᫬㛫をቑやすとゝうより、すでにやっているものを「学び方を

学ぶ」授業としてᩚ理するとᤊえるとよいでしࡻうࠋ 
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Q7：授業のユニバーサルデザインという言葉を最近よく耳にします。協同学習と「学び方
を学ぶ」授業を組み合わせた授業・集団づくりは、授業のユニバーサルデザインを目指し
ているのですか？ 

A7：そのとおりですࠋ協同学習と「学び方を学ぶ」授業を⤌ྜࡳわせた授業・集団

りは、一人ひとりの学び方の違い、ከᵝᛶにᰂ㌾にᑐᛂできるユニバーサルデࡃ࡙

ザインな授業を目指していࡲすࠋあるいは、教ᖌ୰心かࡽ学習者୰心のどⅬへ、つ

りを目指していࡃ子どもの学びやすさに╔目した授業࡙ࡽり教ᖌの教えやすさかࡲ

るともゝい᥮えࡽれるでしࡻうࠋそして、このようなྲྀり⤌ࡳは、安心して自分を

発揮できる学⣭࡙ࡃりや、違いをㄆめྜい自ᕫຠ力ឤを育てる学⣭࡙ࡃりにつなが

ると考えていࡲすࠋ 

 本᭩で紹介した実践かࡽ、『「学び方を学ぶ」授業のどⅬをྲྀりධれることによ

り、教ᖌ自㌟がከᵝなឤぬを活用する授業ෆᐜを考えるようになったࠋ』、「子ど

もたちが一人ひとりの学び方の違いをཷけධれ、ㄆめྜうようになり、発㐩障害の

ある子どもやẼになる子どもへの≉別なᨭ᥼が⾜いやすࡃなったࠋ」というຠᯝが

♧されࡲしたࠋこれࡽの◊✲成ᯝかࡽ、目ᶆとしていた、ୖグのような理᝿の学⣭

へと㏆࡙けたのではないかとᛮっていࡲすࠋ 

 たࡔし、「スイミーとふろしき忍者・先生プログラム（略称：スイミー風呂プロ
グラム）」がめࡊしているのは、ユニバーサルデザインな授業にとどࡽࡲない、と

いうことを、෌ᗘᙉㄪしておきࡲすࠋ自ࡽ学び、自ࡽ考え、ᕤኵできる自立・自ᚊ

した学習者である「ふろしき忍者」（子ども㐩）を育てていࡃ、というのが✲ᴟの

目ᶆですࠋ 
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� ᖹᡂ 21Ѹ23ᖺᗘᩥ㒊⛉Ꮫ┬⛉Ꮫ◊✲㈝ⱝᡭ◊✲(B)ࠕⓎ㐩㞀ᐖඣࡢᅾ⡠ࡿࡍ㏻ᖖᏛ⣭ࡿࡅ࠾࡟༠ྠ

Ꮫ⩦ࣥ࢖ࢨࢹࣝࢧ࣮ࣂࢽࣘࡢ໬࡟㛵ࡿࡍ◊✲ࠖ㸦◊✲௦⾲⪅㸸ᾛ஭ᜨ㸪ㄢ㢟␒ྕ㸸21730730㸧ࡢᐇ

᪋ࠊࡣ࡚ࡗࡓ࠶࡟◊✲༠ຊ⪅ࠊ࡚ࡋ࡜ᮡᮧᚨᏊඛ⏕୕ࠊᾆ┿Ꮚඛ⏕㸦㟷᳃┴㔝㎶ᆅ⏫❧㔝㎶ᆅᑠᏛ

ᰯ㸧ࡸ⏣୰༤ྖඛ⏕㸦ᮾி㒔ᮡ୪༊❧ᮡ୪➨஑ᑠᏛᰯ㸧ࠊబࠎᮌᘺ⏕ඛ⏕㸦ᒾᡭ┴▮ᕵ⏫❧▮ᕵ໭

୰Ꮫᰯ㸧ࠊⲨᕝṇᩄඛ⏕㸦⚄ዉᕝ┴ᶓ㡲㈡ᕷ❧⯪㉺ᑠᏛᰯ㸧ࠊ㔠Ꮚ⏤⨾ඛ⏕㸦රᗜ┴ᕝすᕷ❧Ύ࿴

ྎᑠᏛᰯ㸧ࠊሯ⏣┤ᶞඛ⏕㸦⩌㤿┴ኴ⏣ᕷ❧ᑿᓥ୰Ꮫᰯ㸧ࠊ㛗ỤΎ࿴ᣦᑟ୺஦㸦ᇸ⋢┴ᩍ⫱ᒁ≉ู

ᨭ᥼ᩍ⫱ㄢ㸧ࠊᘅ⃝ಇᡣᣦᑟ୺஦㸦኱ศ┴ᩍ⫱࣮ࢱࣥࢭ㸧ࡈࡾࡼ༠ຊࢆᚓࠊࡓࡲࠋࡓࡋࡲᤵᴗᐇ㊶

ᒸ໅ᰯ㛗⚟ࡢᮾி㒔ᮡ୪༊❧ᮡ୪➨஑ᑠᏛᰯࠊ㧗ᯇྜྷ㐨ᰯ㛗ࡢ㟷᳃┴㔝㎶ᆅ⏫❧㔝㎶ᆅᑠᏛᰯࡣ࡟

ࡢ࠶ࡓࡲࠊ⾜ὶࡢࢨ࢚ࣥࣝࣇࣥ࢖᪂ᆺࠊࡣᮇ㛫୰✲◊ࠋࡓࡋࡲࡁࡔࡓ࠸ࢆᨭ᥼ࡈ࡜ゎ⌮ࡈࡾࡼ 3.11
࡚ࡋࢆ㊶ᤵᴗᐇࠊ୰ࡢἣ≦࡞࠺ࡼࡢࡑࠋࡓࡋࡲࢀࡲࡪ༴ࡀ㐙⾜⮬యࡢ✲◊ࠊࡾ࠶ࡀᮾ᪥ᮏ኱㟈⅏ࡢ

ୗࡓࡗࡉඛ⏕᪉࡟ᚰࡾࡼឤㅰ⏦ࡢࡇࠋࡍࡲࡆୖࡋ௚ࡢࢇࡉࡃࡓࠊ᪉ࡈࡢᨭ᥼࡜ບࢆ✲◊ࡾࡼ࡟ࡋࡲ

㐙⾜࡞࠺ࡼࡢࡇࠊࡋᩍဨྥ࡜ࢡࢵࣈࢻ࢖࢞ࡢࡅᏊࢆࢺࢫ࢟ࢸࡢࡅྥࡶ࡝᏶ᡂࡋࡲࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡏࡉ

ࠋࡍࡲࡋ⾲ࢆពࡢឤㅰ࡬᪉ࡢ࡚࡭ࡍࡓࡋࡲࡾ࡞࡟ୡヰ࠾࡟ࡇࡇࠋࡓ

� Ⓨ㐩㞀ᐖࡿ࠶ࡢᏊ୍ࠊࡵࡌࡣࢆࡶ࡝ேࡢࡾ࡜ࡦᏊࡶ࡝㐩࡟◊✲ᡂᯝࢆ㏉ࠊ࠺ࡼࡿࡅ࠸࡚ࡋ௒ᚋࡶ

◊㛑࡜࠸ࡓࡁ࠸࡚ࡋᛮࠋࡍࡲ࠸

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ⦅⪅࣭◊✲௦⾲⪅� � ᾛ஭� ᜨ�
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